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ハイスペ眼鏡男子の香りに、今日も誘われてます。
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第一章












　朝方の冷たさがまだ残りながらも、昼のあたたかな陽気が穏やかな気持ちをもたらしてくれる春。夕方を過ぎれば、朝の冷たさが舞い戻ってくる。






　篠原しのはら和都わとは今日も真っ白な白衣を着て、調香室に篭もっていた。

　何百種類とあるスポイト付きの原料の瓶に、エタノール、ビーカーやムエットが机のうえに無造作に置かれている。

「和都さーん、そろそろあげてくれって課長が言ってますよー」

　調香室のドアが開き、ドアから顔をだした年下の同僚である美紀が呆れた声をあげる。

「もう少しで終わるー」

「もう少し、ざっくりでいいのに。和都さん細かくデータ入力しすぎですよ」

「でも、これもなにかの役に立つデータになるかもしれないし」

「本当、香りのことになると誰の話も聞かなくなるんですから。残業もほどほどですよ」

「ん、わかった」

　和都が現在行っているのは、調香をした際に記録した実地値のデータをパソコンにまとめる作業だ。

　事務作業の一つだが、このデータがまた別の調香や製造に活用される。

　美紀はざっくりでもいいと言っていたが、細かければ細かいほどデータが蓄積され今後のためになる。

　なので、こういった事務仕事も手が抜けない。

　彼女が働いている会社は香り製品に特化した会社で、香料の販売から香り製品の製造などを行っている。

　企業の依頼に応じて、会社での仕事は多岐に渡る。

　企画からパッケージのデザインのトータルプロデュースもする。コスメ関係から入浴剤、柔軟剤の香りを調香し提供をしている。他にも、個人の客から依頼があればオーダーメイドの香水も調香する。

　和都はこの会社でのヒットメーカーで、企画やパッケージデザインなども手がけるが主な仕事は調香――いわゆるパフューマーだ。

　ヒットメーカーといわれているが、和都にはその自覚が薄い。彼女にしてみればただ、好きな調香をしているだけだ。それがうまく会社に還元できている。

　和都自身も不思議なのだが、昔から鼻が利く。香りの嗅ぎ分けもできれば、それの再現もできる。

　和都にとって、いまの会社での仕事は天職だ。






　ガランと静かになった調香室で和都は、手元にあった作業を終わらせた。

　こり硬まった身体をぐっと伸ばして、タイムカードを切り鞄の中から調香ノートを取り出した。

　そこには、調香で使う原料、原料をどれぐらいいれるかを細かく記載している。

　イメージした香りにするために、微調整を何度も繰り返す。

　調香自体は朝にやるのが一番いいのだが、あまり人に知られたくないため仕事を終えたあとに調香している。

　仕事とは関係ないプライベートの調香だ。

　だからといって勝手に調香室を使用していいわけではないので、上司には許可を取ってある。

　理由をどう濁そうかと考えていたが、和都が調香マニアであり彼女の趣味で調香された香りがヒットすることも多々あるせいか、特になにも聞かれずに許可がおりた。

　会社として適当なのではと不安になるが、和都がこの仕事を愛しているのを知っているせいか誰も不思議に思わない。

　ありがたい話ではあるので、その好意に甘えている。

「さて、と。前の時と割合を変えてみようかな」

　データを確認しながら、割合を変えて調香し、香りを確認していく。

　和都がいま思案しながら調香しているのは媚薬――フェロモン香水だ。






　自分をセクシーに魅力的に魅せるための手段の一つとしての媚薬。

　思いを寄せている相手と会う時や、恋人同士でのスパイスに使うためのラブアイテム。

　匂いというのは目には見えないが、記憶とともに蘇りやすく、匂いの影響は短時間で脳に到達する。意識するしないではなく、一瞬にして気分を変えられる。

　その香りがすれば気持ちが高まる、そういった匂い。

　いい香りというのは、視覚的な印象と同じだけ脳に意識を植え付ける効果がある。

　だから人は、食べ物の香りを嗅げばお腹が空き、季節の植物の香りを嗅げば季節を感じるのだ。

　そして今回の媚薬の要は、オスモフェリンという化学物質。

　このオスモフェリンが配合されている香水をつければ、男性ホルモンが分泌を活性化させる効果がある。動物にあるフェロモンが人にもあるということだ。ただこのオスモフェリン自体は無臭のため、官能的な気持ちにさせる香りの調香が必要。

　この調香をはじめて、すでに一ヶ月ほど経つが、なかなか進展していない。その理由はこの調香した香水を試す相手がいないということ。

　このオスモフェリンという物質自体全ての異性に効くわけではないし個人差だってある。そもそも、誰でも彼でも誘惑するものではない。

　和都に恋人や意中の相手がいれば、香水をつけて会い効果を確認するのだが相手がいなければそれもできない。

　だからといって他人に未完成な香水を渡して効果を試すのはリスクが高い。

　どんな効果があるのかもわからない未知の実験だ。内容が内容ということもあり、慎重にやらなければならない。

　時計をみればすでに夜の八時近く。和都は諦めて帰り支度をし、自宅マンションへと帰宅した。

　シャワーを浴びて全身についている香りを洗い流していく。

　髪の毛を乾かしてベッドに寝転がりながら、媚薬香水について考えた。

　和都自身に経験がなく、どういった香りが官能的なのかさえもよくわかっていない。

　それには和都にとって深刻な理由がある。

　いままで素敵だと思った男性はいたし、いい雰囲気になった男性だっている。けれど、途中で拒絶してしまう。

　どうしても、相手の匂いが受け入れられないのだ。

　友人としてであればまったく平気な相手の匂いも、恋人になる可能性が出た途端に駄目な匂いとなってしまう。

　傍にいるだけでも駄目だというのに、身体を密着させる行為自体、匂いが充満するだろうことを考えると、我慢も難しい。

　まるで番い探しだ。

　両親には悪いが、一生結婚はできないかもしれない。相手との香りの相性が死活問題になってしまう。

　そもそも、なぜこんな媚薬なぞを作るはめになったのか。それは彼女の二歳年上の姉に頼まれたからだ。

　姉は結婚して一年ほどで、子どもはまだいない。

　子どもが欲しいというのもあるが、最近ではセックスがマンネリ化していてスパイスがほしい。香りで媚薬的なものが作れないのかと相談された。

　最初は断ろうとしたが、正直面白いと思ってしまったのだ。

　調べてみれば、すでにそういうフェロモン香水は存在していて、日本では認知があまりされていないが海外ではあたりまえにあるようだ。

　世の中に売り出すかどうかは別にしても、姉のためにも効果のあるものを調香してあげたい。

　なにより涙目になって必死に頼まれたら断れるわけもない。和都は姉の涙に弱いのだ。

　ぼんやり過ごしているとスマホにＳＭＳが届く。

　どうやら伯母からだ。

「えーっと、お見合いしませんか？」

　伯母は突然なにを言いだすのだろうか。読んでみると、どうも香りに興味があるという男性がいるらしく、その人とお見合いをしてみないかという話だった。

　正直気乗りはしないのだが、新しい刺激でなにか思いつくかも知れないと思い直し、了承した。それからの伯母の行動ははやく、翌日には二週間後のお見合いがセッティングされてしまった。

　その連絡を会社で受け取った和都は、思わず天井を仰ぐ。

「伯母さん、はやい……！」

「和都さんどうしたんですか？」

「ううん、なんでもないよ。そういえば、今月の原料の採取は？」

「ぬかりなくですよ。この季節はたくさんの花が咲くのでいいですよね。冬場になると一気に減っちゃいますし」

「そうだね。でも、たくさんあればあるほど、調香のバランスは難しくなっていくしどれを中心にすえるかで悩みが増えるのが難点」

「たしかにそうですね。それで、今回はどんなものを作る予定なんですか？」

「えーっと、Ａ社からの要望は季節の香りを柔軟剤に使用したいだって」

「やっぱり、季節の香りって売れますからね」

　和都は気を取りなおして、仕事に集中する。

　香りの割合、濃度でまったく違う香りになっていく。自分の嗅覚がなによりも頼りだ。

　ただ嗅ぎすぎれば、だんだんと鼻が鈍ってきてしまう。

　サンプルを調香し、営業に確認してもらうためボトルにいれて作業台へと置いた。

　お見合いが決まったからといって、和都の生活が変わるわけでもない。

　昼は仕事をし、その後は媚薬の調香をしている。気がつけば二週間という時間はあっという間に過ぎていく。

　お見合い前日の金曜日、和都はいつものように同僚の美紀と一緒に昼食を取っていた。

「え、和都さん明日お見合いなんですか？」

「そうなの、お見合いなの」

「いいじゃないですか。正直営業じゃないと出会いって少ないですし、この会社の男性って既婚者だったり恋人がいたりですもん」

　たしかに、和都はあまり気にしていなかったがこの会社の男性はパートナーがいる率が高い。

　和都はたまに営業に付き添ったり、プレゼンがあったりで他社の人と関わることもあるが美紀からすれば出会いはほとんどないだろう。

　刺激が欲しくて会うだけなのだが、もしかしたらそんな気軽にするものでもなかったのかと気づく。

「実は、結婚したいとかじゃなくて……。人と知り合って刺激がもらえたらと思っただけなんだよねえ」

「いいんですよ！　お見合いしたら結婚しなきゃいけないなんてありませんから。ただ友達になるってだけでも有りです有り」

　そんなものなのだろうか。伯母からのお見合い攻撃は以前からあったが、仕事が忙しいと断ってばかりだった。

　なので、お見合いというものへの認識が偏っていたのかもしれない。

「明日はやっぱり和装ですか？」

「なんでよ。そんなわけ……ない……」

「え、どうしたんですか？」

「やばい……服がない」

「和都さん」

　美紀が哀れむような瞳でこちらを見やる。

　その視線がとても痛いが、実際にお見合いに着ていける服がないのだ。

　自分の家のクローゼットの中を思い浮かべるが、あるのは仕事で着るための地味でシンプルなものばかり。

「今日、定時で上がるね」

「それがいいと思います」

　昼食を終え、午後の仕事をしてから宣言通り和都は定時で会社をあがりショッピングへと向かう。

　ここ数年会社と家の往復ばかりだったし、デートも大学生以来していない。

　思っていた以上に、恋愛を諦めていたことに気がついてしまった。

「久しぶりに、オシャレをしよう」

　お見合いがきっかけではあるが、自分のために着飾りたい。そう思うと、途端に楽しくなってくる。

　春色のワンピースに一目惚れし、少しいい値段ではあったが即決した。ワンピースに合わせて、足が細く見えるパンプスも購入する。

　いつも行っている美容院に空きがあったので、その足で美容院に向かい髪の毛も整えてもらった。










　自宅に戻り買ったばかりのワンピースを身体にあてて、鏡でみながらくるくる動いてみる。

　裾が風にあたると、ひらひらと動いて可愛い。

「ま、折角だし。明日楽しもうっと」

　翌日の土曜日、和都は朝から準備をしていた。

　シャワーを浴びて、化粧をし、髪の毛も巻く。

　真新しいワンピースに、耳元でゆらゆらと揺れる華奢なピアス。






「……香水」

　香水を置いている棚をじっと見つめる。

「朝方と夕方はまだ涼しいけど、昼間は暖かいから重い香りは却下。軽い香りで、お見合いの時間に上品になれる香り」

　悩みに悩んだ結果、上品だけれど魅力的な香りをまとえるホワイトフローラルにした。

　つけたばかりは華やかな香り、時間が経てば包み込むような柔らかな香りに変化し、最後には内側から解放されるような爽やかなものになる。

　食事をするのだし、香りを前面に出しすぎない方がいいのでつける場所も上半身ではなく下半身にした。

「よし、これはなかなか完璧な気がする」

　最後に鏡で確認をして、満足な笑みを浮かべてマンションを出た。

　風が気持ちよく、花の香りが鼻孔をくすぐる。

「ああ、春だなあ」

　桜が咲きはじめた匂いがする。

　和都にとって季節は感じるものではなく、香るもの。

　香水はもちろん好きだが、自然の香りを超えるものはないだろう。

　電車にのり、近くに座った女性から香る香水がどこのものかを考えてしまう。もはや職業病だ。

　なにもつけていない人、ヘアミストだけで香りを纏う人、適切な香りを放つ人。

　甘い香りに綺麗な格好をしている女性をみると、これからデートかなと分析してしまう。

　電車を降り、駅から徒歩十分ほどで待ち合わせのお店にたどり着く。小さな入り口には、青い暖簾がゆらゆらと揺れている。

　スマホを確認するとすでに伯母たちは店内にいるようなので、お店の中へと入る。すぐに女将がやってきて、個室へと通された。モダンなテイストでまとめられている店内は高級感に溢れている。

「お待たせしました」

「あ、和都ちゃんいらっしゃい。さあさあ、こっち座って」

　個室の中には伯母と母、相手かたはご本人とその母親が座って待っていた。

　十五分前に着いたというのに、一番遅かった。

「女将さん、はじめてください」

　伯母の言葉に着物姿の女将は優麗に微笑み、部屋を出ていく。

　伯母はとてもはりきっていて、正直少し引くぐらいだ。

　指定された場所に腰を下ろし、真正面から相手の男性をみて、口が開いた。

　切れ長な瞳に、薄い唇、高い鼻梁。美麗、端麗といった造形美がそこにある。

　フレームのない眼鏡を長い指で押し上げる仕草。

　亜麻色の髪を後ろに撫でつけ、仕立てのいいスーツを着ている。

　おかしい。こんな素敵な人が独身なのも、自分とお見合いをすることになったのも。こんな人が相手であれば、伯母がはりきってしまうのも理解はできた。

「和都ちゃん。こちら、赤嶺あかみね遥はるかさん」

　彼は大手企業で働いているらしく、三十一歳という若さで課長だそうだ。

「はじめまして、赤嶺遥です」

　遥から発せされた甘く低い声に、和都は腰が砕けそうになる。

　これは、大変なことが起こっている。

　見た目も好みであれば、声も好みときた。けれど、最難関は匂いだ。どれだけ見た目や声が好みであったとしても、匂いが駄目だったら意味がない。

「篠原和都です。よろしくお願いいたします」

　軽い会話を挟みながら、美味しい和食に舌鼓をうつ。しばらくすると、両方の母たちと伯母は席を外し二人きりになった。

　やはりここは、定番の趣味の話でも聞くべきだろうか。

「お膳立てをしていただいたようですし、近くの公園にでも散歩にいきませんか？」

「え、はい。そうですね」

　遥が立ち上がり、和都の椅子を引いてくれた。とても紳士的なかたのようだ。

　彼の後に続いて歩いていると、椅子の角に軽くぶつかってしまい身体が傾く。

「わっ!?」

　咄嗟に遥が支えてくれたので転ばずにすんだ。

　ふと、彼の匂いに気づく。

　今まで嗅いだことがあるようでない匂い。

　香水とはまた違ったもの。

　正体が知りたくて鼻を無意識に近づけた。

　瞬間、脳にダイレクトに届く衝撃。

　月に照らされる冬の夜空のような、冷たいけれど澄みきっていて少しだけウィスキーのようなお酒の香りが混じった匂い。透明感のなかに官能的なものが潜んでいる。

　頭の中で脳に届いた香りをどうにか言語化しようとするが。

　うまく当てはまらない。なにがどうでも、その全てが和都にとって最高に好きな匂いということしかわからない。

　無意識に和都は遥の両手を握った。

「……和都さん？」

「赤嶺さん！」

「はい、なんでしょうか」

「あなたの香りに一目惚れしました！　私と結婚してください！」

　和都の大きな声が室の中に響き渡った。

「わ、和都ちゃん!?」

　席を外したはずの伯母たちがなぜか戻ってきていて、和都のほうが混乱する。

「忘れ物取りにきたら、会ってまだ数時間だっていうのになにを言いだしてるのよ」

　伯母が慌てて、遥の手を握っている和都の手を引っ張った。

　すると、今度は遥のほうが和都の手を握る。

　目尻を下げ、低く柔らかな声で遥が言う。

「では、同棲から始めるというのはいかがでしょうか？」

「喜んで！」

　気がつけば即答していた。

　こうして、和都の暴走にもかかわらずお見合いは成功し二人は同棲することになった。
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　和都と遥の同棲が決まってから、すでに一ヶ月ほどの時間が経つ。

　その間に二人で暮らす家をどうするのか、結婚はどうするのかなど両家の両親を交えての話し合いがあった。

　両親は降って湧いた和都の結婚話に乗り気で、遥の両親も問題なさそうだった。

　両親たちは同棲するなら結婚をと言ってきたが、和都は二十八歳、遥は三十一歳というれっきとした大人だ。二人のことは二人で決めると説得し、なんとか様子を見てもらうことで纏まった。

　和都の両親は少し不満そうではあるが、いままで男の影がなかった和都が男性と同棲というだけでそれ以上はなにも言ってはこなかった。

　慌ただしく物事が決まっていくなかで、その当事者である和都はただ嬉しいという気持ちしかない。

　和都は一嗅ぎした瞬間、この人だと思ってしまった。

　それ以上のことが考えられなかった。自分の好みの匂いというのは、強烈だと初めて知った。

　簡潔に言語化すると〝番いの匂い〟というのが一番ぴったりくる。別に、動物ではないし人なので番いというものも存在はしないけれど。

　和都にとってはそれに匹敵するといっても過言ではない。

　一緒に暮らすのが楽しみで、和都は鼻歌を歌いながら段ボールに荷物をつめていく。

「ご機嫌だね」

　そんな和都をみて、姉が優しく声をかけてきた。

「うん、最高にいい気分だよ。手伝ってくれてありがとうねお姉ちゃん」

「可愛い妹のためだもの、これくらいするわよ」

　柔らかく微笑む姉をみて、和都は小さな声で疑問をぶつける。

「それで、最近……どうなの？」

「いつも通りよ。でも、なんていうのかしら。義務化してきてる気がしちゃってね。和都にはめんどくさいことを頼んだと思ってるの。やめてくれていいんだからね」

「うーん、研究してみたら面白いから続行はするけど。お姉ちゃんが求めるものになるとは限らないって感じかな」

「和都が面白いならいいけど……」

　姉は心配そうにこちらをみる。

　たしかに、あの時の姉は正常とは言いがたかった。けれど、姉はいつも理性的に理想の姉であり娘であろうとしていた人だ。それを考えれば、このぐらいの我が儘どうってことはないし、急かされているわけでもない。

　今となっては和都がやりたくてやっていることなので、そこまで気に病む必要はない。

「大丈夫、嫌だったら最初っから断ってるから」

「そう、ね。うん、ありがとう」

「へへ、それに私はお姉ちゃんにはこれからも幸せでいてほしいし」

　幼いころから鼻が利きすぎたせいで、電車も嫌いだったしちょっとした匂いが鼻について気持ち悪くなることも多々あった。けれど、和都にはわかる匂いは両親にはわからなかった。

　だから「そんな匂いはしない」や「嘘ついてまで学校に行きたくないのか」などと、言われた。幼いころはそれがとても悲しくてしかたなかった。そんな中、姉だけが理解しようとしてくれた、信じてくれた。

　それにどれだけ救われたか。

「急にどうしたの？」

「ううん。言える時に言っておこうと思っただけ。最近海外ドラマ見てるんだけど、外人って家族にストレートに愛情表現するじゃない。それを見習ってみようと思って」

「相変わらず変な子ねえ」

「お姉ちゃん、それ褒め言葉」

「ふふ、和都そういうところ好きよ」

「ありがとう」

「それにしても、どうしてその赤嶺さんだっけ？　赤嶺さんに結婚してくださいなんて言いだしたの？　母さんたちは、和都は面食いだったのねって言ってたけど違うでしょ？」

「さすがお姉ちゃん。確かに顔は満点以上だし、背も高かったし、体格は細マッチョって感じだったから、パーフェクトな人だと思うよ。けど、それ以上に匂いが……」

「あー、なるほどね。それが決め手だったの」

　匂いと言っただけで姉には伝わったようだ。

　さすがに姉でも引くと思って言葉にはしなかったが、できるのなら彼の匂いを採取し香水にして持ち歩きたいぐらいだ。彼の匂いを忘れないうちにどうにか調香できないか、いろいろと試してみたのだが、うまくいかなかった。

　どうやっても、何かが足りない香りにしかならなかったのだ。似た香りにはできても、イメージ通りにはならない。悔しい。

「それで、結局いつから同棲するんだっけ？」

「私の引っ越し準備が終わり次第かな」

　和都は会社近くのマンションに一人暮らしをしていたが、彼女のマンションは１ＬＤＫで二人で暮らすには狭い。それに、遥の会社へは遠くなってしまう。

　遥が一人暮らしをしているマンションは３ＬＤＫで、和都の会社まで徒歩と電車で四十分ほどになる。通勤時間は今より十分ほどかかってしまうが、これから家を探すとなると大変だ。

　それ以前に、そのマンションは遥の持ち家なのだ。いい物件があるなら、マンションを誰かに貸してもいいと言われたが断った。通勤も苦にならない程度だし、わざわざ借りるのは無意味な気がしてしまった。






「赤嶺さんが住んでる地域って結構いい場所よね。それで３ＬＤＫなんて……。なにか訳ありなのかしら……」

「ちょっと思った」

　住所を教えてもらって調べたところ、なかなか立地のいい場所で家賃も高い。しかもそのマンションは３ＬＤＫで男性一人暮らし。最初聞いた時は、以前の彼女と結婚するために購入したのではと疑った。

　けれど、遥はここ数年仕事ばかりで彼女はいなかったと言っていたし、どうせ家賃と同じぐらい支払うなら買ったほうがいいと思ってと言っていた。

　なので、これから住むマンションは家賃はなく管理費のみだ。

「そんなに高給とりなのかなあ」

「年収いくらなのかしら。気になっちゃうわね」

「気になっちゃうよね。本来であればそういうの全部話したり聞いたりしてから、付き合うとかなんだろうけど。いろいろと無視して飛び越えたら、疑問ばっかり残っちゃったよね！」

　あっけからんと言う和都に、姉は笑う。

「まあ、それも楽しんだら？」

　姉の言葉に和都は頷いた。

　順番という意味ではまったく順番通りではないが、それも含めて楽しんで一緒にいられたらいいのではないかと思っている。なにより、匂いが最高に好きなので、だいたいのことはなんでも許せてしまう自信がある。

　それはそれでどうなんだろうとは思うが。

　姉の手伝いのおかげで、ある程度は片付けを終えることができた。

　大きな家電はすべて処分し、実家にも荷物を置かせてもらえることになったので、彼のマンションに持ち込む荷物はそこまで多くない。

「引っ越し屋さんいつ頼むの？」

「そろそろ見積もりしてもらう予定。お姉ちゃんのおかげで、だいたいは終わったから、あとは日にちを決めてそれまでに終わらせる」

「そっか。ねえ、和都」

「んー？」

「和都にとって匂いが一番大事なのはわかってるの。それで、いままで誰かと付き合うってことしなかったでしょ？」

「気づいてたんだ」

「もちろん。気づいてたわよ。彼氏できても、一ヶ月ぐらいで別れちゃってたし。だから、和都にとって赤嶺さんが唯一と思えるぐらいに、許せる匂いだったんだとも思う」

「うん」

「伯母さんの紹介だから、変な人だとは思わないけど。彼のことを全然知らないまま一緒に暮らすってことにリスクがあることを忘れないでちょうだい。もし、暴言を吐かれたとか暴力を振るわれたとかあったら、すぐに連絡して。絶対に助けるからね」

「お姉ちゃん……。心配しすぎって思うけど、ありがとう。もし、そんな人だったら殴って逃げてくるから」

　姉が和都のことを抱きしめてきて、背中を優しく撫でてくれる。

　和都は〝匂いがいい〟という一点のみですっかり彼への警戒心をなくしていたが、姉からすればそんな妹はとても心配だろう。

　出会って一ヶ月で同棲を始める。

　今日までだってお互い忙しかったりで、まともに会ってはいない。

　圧倒的に会話が足りていないことを今更ながら自覚する。

「大丈夫。なにかあればすぐ連絡するから」

「そうしてね」

　夕方過ぎになって姉を駅まで送った。

　姉の後ろ姿が見えなくなるまで見送り、改札前でぼんやりとたたずむ。

　勢いだけでここまできていた。和都にとっては一生に一度出会えるかどうかの相手だ。

　なにをおいても、彼を手放してはならないと本能で動いてしまった。

　けれど、周りからすれば猪突猛進に彼のもとに行こうとする和都のことを心配するのは当たり前だ。そこまで、頭が回っていなかったことに反省する。

　社会人であり、大人なのだから自制心を持たなければ。

　このままの気持ちであれば、あの香りを嗅ぐだけで彼のいいなりになってしまいそうだ。

　小さく息を吐き出してから、歩き出す。

　駅前でぶらぶら買い物をしていると、スマホが震える。取りだしてみると、遥からの電話だった。

「もしもし！」

『和都さん？』

　耳元から聞こえる、心地のいい声をきくと無意識に口角があがる。

「はい、どうしました？」

『急なんですが、明日ってお暇ですか？』

「予定はありませんが」

『では、一緒に映画でも見に行きませんか？　知り合いから映画のチケットを譲ってもらったんです』

「喜んで！」

　彼が息だけで笑ったのが聞こえた。耳がじんわりと熱くなっていく。

『では、あとで待ちあわせなど送ります』

「わかりました。それじゃあ、明日」

『ええ、明日。和都さんに会えるの楽しみにしていますね」

　電話を切ってから、小躍りしたい気分になった。

（違う、自制心を持つって思ったばっかり！）

　本当にこのままでは正常な判断すらできないかもしれない。

　けれど、声も見た目も香りもパーフェクトに好みなのだ。神様に感謝するぐらいの出来事。そう考えると、自制心なんて持とうとするだけ意味がないのではと疑問が浮かぶ。

　でも姉に心配されたばかりなのだから、できるだけ気を引き締めていこう。

　和都はマンションに帰り、ネットで引っ越し業者に見積もりを頼み明日着ていく洋服の準備をした。

　薄いニットに花柄のロングスカート。鞄は春らしく薄いピンクのものを段ボールの中から掘りだす。折角片付けたというのに、こうして出しては意味がないとわかっていながらも、折角のデートなのだから少しでも綺麗な姿を見せたい。

　明日が楽しみだ。






　翌日の日曜日。

　和都は待ち合わせの十分前に駅前に着いた。

　今日はオードトワレにして、柑橘系の軽いものをチョイスした。

　映画館は密室空間ということもあって、香りがキツすぎて重いものだと周りに迷惑をかける可能性もあるし、そもそも隣を歩く遥が苦手な香りだったら困る。

　今までは自分の好きな香りを状況に合わせてつけるだけだったというのに、相手がいると香水選びにも時間がかかってしまう。

「和都さん」

「赤嶺さん！」

　人がごった返す改札付近で、遥が手をあげた。

　黒のパンツに春色のカラーニットを合わせ、チェスターコートを羽織っている。

「あ、好き……」

　きれいめカジュアルで、シンプルなのだが背が高くスタイルがいいからかとてもかっこいい。思わず小さな声で本音がでてしまう。

「なにか言いましたか？」

「いえ、なんでもないです」

「そうですか。では、行きましょうか」

　手を差し出されたので、その手を取って歩きだす。

　映画館自体は駅前にあるので、チケットの交換をして席を取った。

「映画まで、まだ少し時間がありますがどうしましょうか？　カフェにでも入りますか？　それとも雑貨でも見て回りますか？」

「せっかくだから、雑貨みたいです」

「ああ、そうだ。俺は敬語が癖なんですが、和都さんは口調を崩していただいてかまいませんよ」

「そうなんですか？　そう、ですね。おいおい、少しずつ崩していく方向にします。すぐには変えられないと思うので」

「和都さんの崩れた口調を楽しみにしてますね」

　なんとなくわかってはいたが、この人はとても気障な人だ。こんな台詞をすらすらと言えるなんて、心臓に悪い。和都は、照れを隠そうと顔をきゅうっと寄せて、横に背けた。

　それにしても、彼が口調を崩さないのは癖だったのか。

　文面も電話もずっと敬語だったので、和都も敬語で返していたが崩していいのであれば、そちらのほうがありがたい。

　さすがにずっと敬語を話し続けるのは難しい。

　雑貨をみてまわっていると、トルコ雑貨店をみつけた。色とりどりで綺麗な食器が揃っていて、見入ってしまう。

「このマグカップ、どれが好みですか？」

「悩みますね。カラフルなのも可愛いし、シンプルなのも可愛い……」

「シンプルで色が少ないほうが伝統的なもので、カラフルなものは最近のらしいですよ」

「へえ、詳しいんですか？」

「いいえ、そこに書いてありました」

　遥が指を差した先に説明が書かれていた。
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「本当だ。そうしたら、伝統的なコレかカラフルなコレのどっちかですね！」

「では二つ購入しましょう」

「え？」

「自宅にマグカップは一つしかないんですよ。男の一人暮らしですからね。二人で暮らし始める記念に」

　遥が柔らかく笑い、レジで会計を済ませてしまう。

「あ、遥さんお金」

「これぐらいかまいませんよ」

「それなら、映画館で飲み物とポップコーン買いましょう。私が払うので」

「わかりました。でも、こういったことはこれからたくさん出てきますから。一緒に暮らすにあたってどうするか、今度話し合いましょうか」

「そうですね。それが良いと思います」

　丁度いい時間になったので、映画館に戻り飲み物などを購入してから座席へと向かう。

　二時間超えのヒューマンサスペンス映画をエンドロールまで見終わって、外にでる。

「はー、凄かったですね」

「そうですね。主役の俳優さんの演技力が素晴らしい」

「あれでは、たとえ彼が悪だったとしても崇拝してしまう信者がでるのも納得です」

「他にも何作かあるようですし、今度動画を探すか借りてみましょうか」

「そうしましょ！」

　映画の感想を言い合い、次にどんな映画をみるかを話をし、夕食をとってから解散した。自宅マンションに戻り、パンプスを脱いでベッドの上にごろんと転がる。

「……健全すぎません!?　え、あれ？　おかしいな。えぇー」

　頭を抱えて、ごろごろと回転する。

　やはり最初だしお互いのことを理解している途中だから、健全なデートで終わったのだろうか。

「結構可愛くしていったと思ったんだけどな」

　だからといって、今日流れでホテルや彼の家に行ったとして覚悟ができたかと問われるとわからない。

　もしかしたら、そういう和都の微妙な機微にも気づいていたのだろうか。






　考えたところで、彼がなにを考えているのかを理解できるわけではない。

　ベッドの上から、段ボールがつまれた簡素な部屋を見つめる。

　引っ越しをして、彼と一緒に暮らそうとしているのだと少しだけ実感した。

　もうひと頑張りしておこうと、部屋着に着替えて荷物を詰めていく。

　調香ノートが何冊も出てきて、ムエットと一緒にその香りのイメージが記載されている。

「雨宿り、夕焼け……。この雨宿りっていいな。今度別のに使えないか考えてみよう」

　和都が会社に入社した当初はその香りを嗅ぐと、その瞬間を思いだすような香水を作るのが夢だった。

　いまはどちらかというと企業からの依頼や、通常販売している香水の調香ばかり。

　何度か企画書を提出してみているが、実現まではなかなか遠そうだ。

　和都がヒットメーカーだったとしても、彼女が作れば必ずヒットするという確証があるわけではない。

　売れなければ在庫過多になってしまう。成算がなければ会社も了承してはくれないものだ。当たり前だとわかりながらも、いつか調香して商品にしたいとは思う。

　まずは目先の媚薬香水の完成を目指さなければ。

　片付けを切り上げて寝る支度をしていると、遥からＳＭＳが届いていた。今日のお礼と、部屋を開けているからいつでも引っ越し可能とのことだ。

　翌日引っ越し業者に見積もりをしてもらい、来週の土曜日には引っ越すことにした。ちょうどゴールデンウィークに差し掛かるころで、引っ越し後の片付けを集中してやるのにも丁度よかったからだ。

　遥には、引っ越し日と業者、それに何時ぐらいになるかを連絡しておく。

　あとはもう、とにかく片付けて引っ越すだけだ。

　引っ越し作業で忙しいとはいえ、仕事が無くなるわけでも減るわけでもない。ただ、媚薬香水の調香はいったん諦めてとにかく引っ越しの準備だけに没頭した。

　翌週の金曜日は、有給をとって段ボールにとりあえず詰めていく作業をする。

　今は必要ないものを実家に発送し、部屋を掃除した。これで明日業者に段ボールを持って行ってもらうだけだ。

「はー、なんとかなった」

　翌日。

　遥のマンションに到着して口が開いた。

　マンションの外観だけはネットで調べていたが、実際みると圧倒される。

　遥に電話をするとすぐに降りてきてくれて、コンシェルジュのところでカードキーを手渡される。

「それが、今後自宅の鍵となりますから無くさないでくださいね」

「りょ、うかいです」

「セキュリティで、カードキーをかざさないとエレベーターが動きませんし、自分の家のある階しかボタンを押せませんから。ああ、あと三階にはフィットネスやテラスがありますよ。住人は誰でも利用可能です」

「え、待ってください。私こんなに凄いマンションだなんて知らなかったんですけど、管理費って結構高くないです？」

「そうですね。普通のマンションの管理費に比べたら割高でしょうけど。とくに問題ありません」

「私が知らなかっただけで、赤嶺さんってお金持ち……？」

「はは、本当に和都さんは面白い人ですね。普通そういうことってお見合い当日にそれとなく聞いたり、母から聞くなどしませんか？」

「いやー、そういうところはあまり気にしていなかったというか無頓着だったというか」

　こんなことになるとは思いもしていなかったので、相手のスペックは興味がなかったのだ。

　あの時は、新しい刺激がもらえればそれでいい程度だったから。

　誘導されるがままにこれから自宅になる部屋へと向かう。

　カードキーをかざして部屋の中にはいると、これまたとても広々とした空間が広がっていた。

「わーお」

「このまま説明していきますが、大丈夫ですか？　それとも自分で探検しますか？」

「あ、とで探検もしますけど。とりあえず説明してもらえると」

「はは、探検はするんですね」

　遥が楽しそうに声を上げて笑う。こんな風に笑うのは初めてみるので、とても新鮮だ。

　玄関ホールで靴を脱いで、彼の説明に耳を傾ける。

　玄関ホールの左手が書斎で、ホールを抜けた先はリビング。奥にいくと、三つの部屋が隣同士になっている。バルコニーも広く、テーブルと椅子がおいてありここで夕食をとったら優雅だろう。

「赤嶺さんの仕事ってそんなに給料いいんですか……」

「まさか。学生の頃から株をやってまして、それのおかげというだけです。大きな買い物でしたが、この先のことを考えて買ったほうがいいかと思ったんですよ」

「株ってそんなに儲かるんですか」

「どうでしょうね。学生の頃は利益を出すことが楽しくてのめり込んでいましたが、今は細々とという感じです。給料自体が悪いわけではありませんし」

「はー、凄すぎて口が開きます」

「みたいですね。可愛い舌がみえてますよ」

　和都は慌てて口を閉じた。可愛い唇と言われるのならともかく、舌と言われると恥ずかしいしなんだかぞくっとしたものが背中を這う。

「さて、荷物を運び入れてもらって段ボールを開けていきましょうか」

「はい！」

　業者が到着し、どんどん荷物が運び込まれていく。ベッドを端に置いてもらい、その上に荷物を少し載せるとバキバキっと音がした。

「へ？」

　学生のころから使っていたベッドだったのもあり、寿命だったのか壊れてしまった。

「うそぉ……」

　和都が呆然として、壊れたベッドを眺めていると音を聞いた遥が様子を見に来た。

「壊れてしまったんですか」

　遥は和都の背中を優しく撫でて、業者へと振り返る。

「すみませんが、ベッドの引き取りはできますか？」

「かまいませんが、別途料金がかかりますけど」

「お願いします」

　いれてもらったばかりのベッドが運び出されていく。

　なんてことだろうか。引っ越し費用でそこそこ出費をしてしまったので、新しくベッドを買うのは次の給料日後になってしまう。それまではおとなしく床で寝るしかない。

「和都さんは、狭いかもしれませんがしばらく俺のベッドで寝ましょうか」

「ひえっ」

「嫌ですか？」

「よ、喜んで！」

　引っ越し業者にバカップルのような会話を聞かせてしまった。

　恥ずかしいけれど、一緒のベッドで眠るということは身体が近くなるということだ。なにも気にしないで彼の匂いを嗅げると考えるだけで、よだれがでてしまいそうだ。

　ただしばらくということなので、のちのちは別になってしまうのか。

　引っ越し業者が帰ったあと、段ボールを開けていく。

「そうだ。和都さん、ここの扉」

　和都の部屋にはリビングへの出入り口とは別に、扉が一つあった。いったいなんの扉なのか確認する前に引っ越し業者がきてしまったので、開けていなかった。

「気になってた！」

「開けてみて」

　扉を開けると目の前にまた扉がある。ただ、そこの部屋自体もとても広く半分ほどスーツや靴などで埋まっている。

「……まさか、ウォークインクローゼット!?」

「半分開けてありますから、和都さんが使ってください」

「凄すぎて鼻息が荒くなりそう……！」

「それで、こちらの部屋は俺の部屋に繋がっています」

「なんだか、貴族の館みたいな構造」

　彼の部屋も覗かせてもらったが、シックに纏まっていて過ごしやすそうだ。

「洋服や靴はこっちのウォークインクローゼットに片付けましょう」

　遥に手伝ってもらったおかげで、ある程度の片付けは終わった。

　あとは足りないものを購入するだけだ。

「カーテンも好きにしてくださいね。引っ越し当時に適当につけたままなので」

「ありがとうございます」

　自分の部屋にしていく楽しみに、胸がわくわくと高鳴る。

「さて、もう夕方ですね。そろそろ夕飯にしましょうか」

「ご飯、いいですね。あ、でも、その……今更ながらお伝えしなければならないことがありまして」

「なんですか？」

　キッチンへ向かう遥の後を追いかけながら、両手の指先をつんつんとする。

「私、その、仕事ばっかりしてて、全然料理とかをしないんです……はい」

「なるほど。では、得意料理は？」

「……卵焼きを綺麗に焼けます……。あと、お湯と電子レンジは使えます」

「お湯と電子レンジが使えれば、生きていけますね。なら安心です。料理のほうは俺に任せてください。一人暮らしのおかげで料理が趣味になってしまったんです」

　見せて貰ったキッチンはとても広く、おしゃれなキッチン道具がおいてあり多種多様な調味料もおいてある。絶対に使いこなせない自信しかない。

「では、引っ越し当日ということでそばにしましょう」

「おそば、いいですね。好きです」

「天ぷらは近くの美味しい天ぷら屋で買ってきたんですよ」

　どこまでも至れり尽くせりすぎて、もしやなにかしらの罠があるのではと疑いたくなってきた。

　美味しいそばを食べて、洗い物を担当する。けれど、食器洗浄機があったので和都の出番はあまりなかった。

　ソファーで隣同士に座りながら、淹れて貰ったコーヒーを飲む。

「なんというか、あの、スペック高すぎて正直怖くなってきてるんですけど」

「今更ですねぇ。それに、むしろそこは喜んでくれませんか？」

　遥が和都の首の後ろに腕を回し、彼女の髪の毛を指に絡ませている。

　心臓に悪い指先だが、嬉しいし匂いがより近くに感じられるのでされるがままになる。

「その、喜びたいんですが、正直なぜ私で妥協したのかが疑問で……。いや、だって、顔よし身体よし、収入よし、料理よしとか。私神様になにか恩売ったかなって」

「その答えは、のちのちにしましょうか。俺はあなたでよかったと思ってるところですよ。一緒にいて楽しいですからね。さて、そろそろ共同の金銭について話をしましょうか」

「もちろんです」

　彼が立ち上がり、寝室に行き手帳を持って戻ってくる。

「まず、必要経費の精算をどうするかなどありますが、共通の財布を作りそこにお互い決まった金額をいれ支払いをしていく方式か、俺の口座引き落としなので、決まった金額を和都さんからもらうかです」

「赤嶺さんとしたらどちらが管理しやすいですか？」

「そうですね。決まった金額をいただくほうが、楽だとは思います」

「ではそうしますね。あとは、それぞれの財布で買った家のものとかはどうしますか？」

「しばらくは、自分持ちとしてお互いどう負担になるかを検証してみましょう。いろいろと方法はあると思うのですが俺たちがやりやすいやり方をみつけるのが一番だと思います。あと、俺のことはいつ名前で呼んでくれるんでしょうかね？」

「あ、ここでそれ突っ込んできます？」

「ええ、ずっと気にはなってましたから。俺は和都さんと呼んでいるのに、赤嶺さんでは寂しいですね。それに、同棲をしてよかったら次は結婚ですよ？」

「はーるかさん！　遥さん遥さん遥さん」

「そんなに連呼しなくても聞こえてますよ」

　正直、恋愛から遠ざかってきたのでどうすればいいのかわからないのだ。駆け引きだって、いまいちわからない。

　友人に相談されて「これって脈ありだよね」と聞かれても、なぜそれが脈ありと判断されるのか理解ができなかったぐらいの恋愛音痴だ。

　もはや、鼻が利いて調香することぐらいしか自信をもってできることはない。あったとしても、赤い帽子を被ったキャラクターがレースするゲームが得意なことぐらいだ。

「和都さん、一つ提案があります」

「提案？」

「ええ、俺は三十一歳で和都さんは二十八歳。同棲だけが長引くのは避けたいと思っています」

「どういうことですか？」

「俺の知り合いに、大学卒業を機に同棲をはじめた男がいたんです。同棲をして五年が経ったころ、同棲を解消しました」

「……理由を聞いても？」

「彼女のほうが痺れを切らしたんです」

「あー、なるほど。正直に言いますが大学卒業から五年というと二十七か二十八ぐらいですよね。それで相手からそういう意思を感じなかったら見切りをつけるしかないですね」

「ええ、俺もその話を聞いたときには男が悪いと思いました。男からすると、働き盛りで結婚を考えられなかったらしいです。それ自体は俺も理解はできますけどね。なので期間を決めるのはいかがでしょうか」

「期間。たとえば、一年という区切りを決めてその時にどうするか決断するということですか？」

「はい、俺たちの相性がよくて生活していくのも苦ではなかったとして。タイミングをみつけられずただ同棲だけを続けるのはよくないと思ったので」

「私はいいと思います。そういうのって話しにくいことだから、決めておけるとありがたいです。親たちにも説明すればせっつかれずに済みますし」

「何かあれば、おいおいで」

「わかりました」

　マグカップを食器洗浄機に入れて、和都はお風呂に入りに行く。

　お風呂から上がり髪の毛を乾かして、自室でスキンケアを終えてから遥の寝室へと向かった。

　遥もお風呂からあがって、ベッドの上でくつろいでいる。

「和都さん、おいで」

「はひ」

　寝室の中は和都が好きな香りが充満していて、それだけでとろんとした気分になる。遥のベッドはシングルサイズなので二人で眠るにはくっついて寝るしかない。なんて好都合なのだろうか。

　枕を隣において、ごろんと転がる。

　肌触りのいいシーツが心地いい。

「今日は疲れたでしょうし、もう寝ましょうか」

　シーツの気持ちよさと彼の香りに包まれている感じがして、すぐに眠気が襲ってきた。遥はくすりと笑い、眼鏡をサイドボードにおいてベッドに潜り和都のことを抱きしめる。

「ああ、いいですね。とてもいい」

「抱き枕ですか？」

「まあ、そんな感じです」

　それっていいことなのだろうか。よくわからないが、和都はここぞとばかりに遥にくっつき、静かに嗅いでいく。これだ。これを求めていたのだ。

　細胞が歓喜しているのがわかる。

　この匂いに出会うために生きてきたのだ。そう思えるぐらいに、和都にとって彼の匂いは最高にいい匂いだった。
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「匂いに一目惚れというのは本当だったんですね。そんなに俺の匂いが好きですか」

「大好きです」

「それなら、いつでも好きなときに嗅いでくださっていいですよ」

「……言いましたね」

「おっと、これは言わないほうがよかったかもしれませんね」

　和都が顔をあげると、遥は楽しそうに笑っている。彼の雰囲気から、嫌がってはいないようで安心した。正直和都は自分がヤバイ人間だという自覚がある。なので、彼に引かれないように注意をしなければと思っていた。

　けれど、自分の大好物が目の前にあって我慢できる人間がどれほどいるだろうか。和都にはできない。

　しかも本人がいつでも嗅いでいいと言ったのだ。言質はとった。

　だからといって本当に和都の本能のままに動いてしまえば、彼に嫌がられたり迷惑をかけたりしてしまう。それで、遠ざけられてしまったら和都が一番困るし悲しい。できるだけ自制をしつつ、好きにやらせてもらおう。

　和都は顔をぐりぐりと彼の胸に押し当てて、たまらない香りに包まれながら眠りについた。






　彼との同棲生活は一週間を迎えた。

　最初は価値観が合わないかもしれないと心配だったが、金銭感覚の違いはあれど基本的な価値観は一緒のようだ。味や香りの好みもにていると知った時は、遥が合わせてくれているのかと疑ってしまった。

　ただ一点、洗濯に関してだけはお互いなかなか譲り合えないでいた。

「私は絶対日干し派です！」

「乾燥機もあるし、頼めばクリーニングだってしてくれるんですから。わざわざ干さなくてもいいと思いますよ」

「でもでも、やっぱり太陽の匂いをしたタオルを嗅ぎたいじゃないですか」

「それだったら、そういう香りのものを作ったらどうでしょうか？」

「え、それいい！　ナイスアイデア！　って、違う！　違いますよ！」

　思わず素晴らしいアイデアだと思ってしまったが、人工的に作った香りと自然の香りはどうしても差がでてきてしまう。そればかりはしかたがない。

「洗濯は私がやるから駄目ですか？」

「いつやるんですか？　和都さんも忙しくて帰ってくるのが遅いじゃないですか。土日だけ干すかたちにすると、洗濯が溜まりすぎてしまいますよね」

「ぐう！　私が我が儘言ってるのはわかってますよ。非効率だとも思うし、けど日干しがいいのは譲れない！　ので！　平日分は乾燥機、土日分は日干しでどうでしょうか」

「わかりました。ではそうしましょう。普段は洗濯乾燥機かクリーニング、土日は和都さんの好きなようにするということで」

「わーい！　ありがとうございます！」

　和都がくるくると身体を回転させながら喜ぶと、遥が息を吐きだす。

「俺とすれば、もう少し仕事をセーブしていただけると嬉しいんですけどね」

「それは……ちょっと」

「仕事が楽しいのもわかります。やりがいがあるということも」

「はい」

「けど、無理をしていいというわけではありませんよ」

「善処します」

　遥がソファーに座り直したので、その隣に座り彼の肩にもたれかかる。鼻先をくっつけてくんかくんかと匂いを嗅ぐ。

　彼の匂いを嗅ぐだけで落ち着けてしまい、何度だって幸せな気持ちになる。

　毎回こうして匂いを嗅がれて嫌ではないのだろうかと、視線をあげて彼の顔を伺う。

　目が合った遥は、目尻を下げ柔らかな笑みを浮かべて和都の肩に手を回し優しく撫でる。

「映画でもみますか？」

「みます」

　テレビに機械を繋げればネット回線を通じて映画やドラマがたくさん見られてとても楽だ。

　遥の腕を抱き込んで、匂いを堪能しながら映画を見る。

　映画を見終わり、遥がご飯を作ってくれている間も大丈夫そうな時をみはからって後ろから抱きついて、背中の匂いを堪能する。

　朝、昼、夜と匂いが少しだけ変わるのもとてもいい。飽きがこない。

「一生嗅いでられる。香水にしたい」

「そうしたら、俺の存在が無価値になってしまうのでは？」

「まさか！　どんなに頑張ったってオリジナルの香りには敵うわけがない！」

「それならいいですけど」

　彼の匂いをずっと堪能できて、仕事も順調だ。姉に頼まれた媚薬以外はだが。

　あれには本当に手こずっている。

　なんとなくできたが、いまだに効果を試せていない。そろそろ試してみたいのだが、彼とはまだ一度もそういった雰囲気にはならない。おかしい。毎晩一緒に眠っているというのに。

　生活をするには苦ではないが、そういう対象にはまだなれていないということだろうか。

「和都さん？　どうしました？」

「いえ、遥さんもですけどご飯の匂いがいい匂いでお腹が空いたなって」

「もうすぐできますよ。お皿取ってもらえますか」

「はーい」

　美味しい食事に幸せな気分になりつつ、夜の雰囲気をどうやってつくるかを考える。なにせ、匂いが駄目だったという理由だけでいまだに処女だ。そんな自分が相手を誘導できるとは思わない。

　最初ぐらいはお任せしてみたいという気持ちもある。

（ん？　あ、駄目だ。ゴムがない）

　もぐもぐと食べていて、肝心の避妊具がないということに気がついた。

「あとでコンビニ行ってきます」

　善は急げというし、有るにこしたことはない。

「この時間にですか？」

「欲しいものがあって。それにまだ夜の七時だし」

「なにが欲しいんですか？」

「……ちょっと」

　さすがにあなたとしたいので、避妊具を購入しに行きますとは言えない。そういった恥じらいぐらい和都にだってある。

　けれど、〝ちょっと〟という濁しかたもおかしい。

「アイスが食べたくなったので」

「なるほど。アイスですか、冷凍庫にあるやつでは駄目なんですか？」

「私の今の気分は抹茶なのです。抹茶のアイスを食べなければ暴れるのです」

「わかりました。では、一緒に買いにいきましょうか」

　それでは避妊具が買えないので、正直困る。

「別にまだ早い時間だし、アイスぐらい一人で買いに行けるよ」

「俺は自分の恋人を夜の時間に一人で出歩かせるタイプではないんです」

「……はーい」

　にっこりと微笑まれてしまえば拒めるわけもない。結局、避妊具は明日の帰りに買いにいくことにした。ドラッグストアの方が品揃えは豊富だろうし、吟味してみよう。

　食事の後にアイスを買いに行き、アイスをソファーで食べながらいつも通り遥にくっつく。彼にくっついていると落ち着くし、匂いが鼻孔をくすぐると身体の力が抜けていく。

「和都さん、あなたは無自覚ですか？」

「なんで？」

「いえ、いいんです」

　遥は眼鏡をぐいっと押し上げてる。なぜだろうか、呆れてしまったのだろうか。けれど嫌がられているわけではなさそうなので、彼の腕に絡みついて額をぐりぐりと肩口に押しつけて匂いを堪能した。

　やはりどうにかして、この匂いを調香しなければならない。完璧なる中毒になりつつあるのを自覚している。彼はよくこんな変態行為をしている女を傍におけるなと、感心してしまう。

「本当に、なんで私なんだろう」

　小さな声でぼそりと呟いた。その声は彼には届いていなかったようで、不思議そうにこちらをみて首を傾げている。

「どうしました？」

「なんでもないです」

　以前聞いた時はのちのちと言って答えて貰えなかった。その答えを聞きたいが、勇気が出ない。むしろ、聞いてしまえばこの同棲が解消されてしまうかもしれないと思うと聞きたくない。臆病だと思うが、彼に嫌がられる日までこのままでいたい。

　どうか、どうか、最後のその日までこの匂いを堪能し続けられますように。






　翌日、和都は仕事帰りにドラッグストアに寄って避妊具を購入した。

　種類がいろいろありすぎて、どれを買っていいのかわからなかったのでネットで調べてよさそうだというのを選んでみた。正直なにがどうよさそうなのかもわからなかった。

　なのでドラッグストアやコンビニで手軽に手に入れやすいものを選んでみた。

　マンションに帰宅したが、まだ遥は帰ってきていない。

　普段であれば和都のほうが遅いので、彼が夕飯を作ってくれているが、今日は自分が作ろうと冷蔵庫の中を物色する。和都自身がやれることを考えて、作れるであろうカレーに決めた。

　料理は科学だと言い聞かせる。

　冷蔵庫の中にあった野菜を切って、鍋にいれ水をくわえて火にかける。あとは、ルウをいれるだけだと、冷蔵庫を開けると肝心のカレールウがなかった。

「……野菜みて、カレーって思った私がバカだ」

　肝心のルウがなければ、完成しないではないか。和都は、火をいったんとめて鍵と財布だけを手に持つ。慌てすぎて、鞄が机から落ちてしまったが、帰ってきてから片付けよう。バタバタとマンションを出て、近くのスーパーでカレールウと福神漬けなどを買って戻る。すると、遥が帰宅していて、キッチンの前に呆然と立っている。

「遥さん？」

　和都が声をかけると、ゆっくりと遥がこちらを振り返り和都の傍にやってきて強く抱きしめた。

「どう、したの？」

「どうしたのではありませんよ。なんですかこの惨状は！　なにかあったのかと思うではありませんか」

　そう言われて、たしかにその通りだと納得する。

　急いで買って戻らねばと思っていたせいで、鞄は落ちて中身は散乱したまま。中途半端に作られた料理と、無造作に置いいかれたスマホ。人がいた気配があるというのに、誰もいないキッチン。

　これはどう考えても、ひどい状態で買い物に走った自分が悪いと反省する。

「ごめんなさい。カレー作ろうと思って……」

「カレーですか？　ああ、これはカレーだったんですね」

「え、カレーに見えません？　いや、ほら、カレールウは今からいれるから」

「いえ、なんというのか、なかなかに具材を小さくされたなと」

「小さいほうが食べやすいかなって」

　お鍋のなかをみると、切った時より小さくなった具材。そうか、煮込むと煮崩れするのかと思い出す。

「カレールウいれれば、それはカレーなので大丈夫」

　自分に言い聞かせるように呟いた。

「そうですね。では、俺が仕上げをしてしまうので、鞄片付けてください」

「はーい」

　散乱した鞄の中身を片付け、遥が仕上げてくれたカレーを二人で食べた。

　寝る支度まで調えてから、和都はどうやって彼を誘惑するかを考える。避妊具の準備をしたし、これでいつ盛り上がったとしても大丈夫だ。問題があるとすれば、彼が反応してくれるのかどうか。

　この年にもなれば、やり方も、どういう風にするのかも知識があるけれど、一番大事な部分の実践がない。

　遥が風呂に入っているあいだに、準備だけしてみようと和都は避妊具の箱を開ける。

「ほぉ……、こんな風に個包装になってるんだ。衛生的」

　やはり衛生面というのは大事なことだと、避妊具を握りながら頷く。

「一個あればいい？　二個？　三個？　ありすぎ？」

　一般的に一回行為をする際の、射精回数がわからない。ネットで調べても、基本一回だけれど、個人差にもよるとなっていた。

　そもそも、この避妊具をどこに隠しておくのがスマートなのか。そんなことを、もんもんと考えていたせいか、遥が風呂から上がって近づいてきていることに気がつかなかった。

「なにを数えて……」

「ぎゃん！」

　和都は慌てて避妊具を布団の中に隠すが、時はすでに遅し。

「なるほど」

「な、なるほどとは……？」

「いえ、俺の我慢なんて無駄だったのだと思いましてね」

「我慢？」

「そうです。同棲はじめてすぐにがっついては嫌がられてしまうかと思い、あなたがただ俺の匂いが嗅ぎたいとくっついてくるのを、理性でどうにか抑えていたというのに。そんなものを握りしめているなんて、もっとはやく食べておけばよかったと思いましてね」

「な、なんか雰囲気違いません？」

「そんなことありませんよ。俺は普段の俺と変わりませんよ？　ああ、ただ少しこういう時だけ加虐体質になるようですが」

「怖い言葉が聞こえた……！」

「そうですね。とりあえず、箱はサイドボードに置いておきましょうか」

　遥がにっこりと微笑みながら、自身のパジャマの上を脱ぎ捨てベッドへとやってくる。ぷるぷると震える和都のことを優しく抱きしめる。

「あ、あの私実は、初めてで……して」

「そうでしょうね。戯れのキスも震えていたぐらいですから。そうだろうとは思っていましたよ。俺で覚えていきましょうね」

　なぜそんなにも楽しそうなのか、和都にはわからない。

　遥は壁に背を預けるように座り、その前に彼女を斜めに座らせる。

　和都のこめかみに口づけを落とし、目尻、頬にも柔らかな唇が落ちてくる。

「さあ、俺のために脱ぎましょうか」

「なんだか、とてもえっちな言い方です……」

「当たり前ですよ。これからそういうことをするんですから」

　彼女が着ている寝間着のボタンを一つずつ外しながら、遥は和都の小さな唇を自分の唇で塞ぐ。

　和都は思わず漏れ出た甘い息を吐きだしながら、その唇を受け入れた。

　何度も、何度も、口づけを繰り返され、唇を挟まれる。いままで触れあうだけのキスしか体験をしてこなかった和都にとって、あまりにも刺激的だ。

　これからもっと刺激的なことをするというのに、キスだけで脳髄が溶けてしまいそうになっている。

　ただ、少しだけ、彼が慣れていることに暗い気持ちになる。嬉しいのに、幸せなのに、少しだけ複雑。

　こんな感情を持ったことは一度もなかったので、どう処理すればいいのかわからない。

「なにを、考えてますか？」

「え？」

「駄目ですよ。ちゃんと、俺に集中してください」

　そう言うと、遥が和都の少しだけ開いた唇に、自身の舌をさしこんだ。

　和都は驚いて、目を軽く見開いたあとぎゅうっと目を瞑った。

　こちらのことを真っ直ぐみている遥の瞳を見つめ返しながら、キスをし続けるには恥ずかしさが勝ってしまう。

　彼の肉厚な舌が和都の口内を蹂躙していく。

　頬の裏や口蓋部分を舐められ、舌と舌が絡まりあう。

　こういうキスがあることは知っていたが、あまりにも生々しい。

　今まで知らなかった感覚を与えられ、身体はどんどん熱くなっていくばかりだ。

　着ていた寝間着はすべて剥ぎ取られ、裸体が空気に触れる。

　身体が火照ってしまっているせいか、空気が冷たく感じた。

　遥は和都とのキスをやめないまま、彼女の柔らかな曲線を撫でて胸をくにくにと揉んだ。

　自分以外に初めて触れられる身体は、敏感に反応してしまう。

「毎日この柔らかな胸を俺に押しつけて、俺がどれだけ我慢していたと思います？」

「そ、んな素振りみせなかったじゃないですか……」

「必死に理性で本能を止めてきたからですよ。でも、もう我慢しなくてもいいと思うとたまらないですね」

　遥が和都の胸をすくい上げるように揉みしだき、愛撫で尖りだした胸の頂を、指と指の間に挟み捏ねる。

「ん、ん」

「声を我慢しなくても大丈夫ですよ。ここ防音はしっかりしていますから」

「だ、って、恥ずかしいっ」

「ふふ、恥ずかしがっているあなたもとても可愛らしいですね」

　片方の胸を弄りながら、彼の手はお腹を伝い誰にも触れられたことのない場所へとたどり着く。

　無意識に力を込めていたが、遥が優しく和都の頬に口づけをしたので、和都はどうにか身体の力を抜く。

「大丈夫ですよ。怖くも痛くもしませんから。俺に身を委ねてください」

　彼の指が秘処に触れる。

「ああ、やはり蕾のように固く閉ざされていますね」

　遥は自分の指を口に咥え唾液を塗してから、秘処へともう一度指を伸ばし花心に触れる。

「んあっ」

「たっぷり愛撫をして、蜜を溢れさせましょうね。そうすれば、少しは痛みが軽減されますから。ローションという手もありますが、それではもったいないですから」

「もったいない？」

「そうですよ。たっぷり愛撫する楽しみが減ってしまいますから」

　遥は少し乱れた髪の毛を掻き上げて、舌なめずりをした。その姿があまりにも妖艶で、普段とは異なったその雰囲気に子宮が疼いた。

　彼に縋り付くように、顔を彼の胸へと埋める。そこから普段とは全く違う匂いがした。

　いつもの透き通った匂いではなく、熱く篭もった匂い。彼の体臭や汗のにおいなどが混ざり合って複雑な匂いがする。

　彼の匂いを嗅いだ途端、とろんとして身体がより熱くなった。

　和都の様子が少し変わったことに気がついた遥が、和都の顔をのぞき見る。

「……まさか、匂いを嗅いだだけで発情しました？」

「ん……」

「ああ、それに先ほどより濡れてきましたね。匂いだけでこんなになってしまうなんて、なんて人なんですか」

「ごめ、んなさい。や、嫌いになっちゃ……いやあ」

　遥の言葉に和都は、いやいやと首を振った。自分でも匂い一つでこんなに身体が変わっていくなんて思ってもいなかった。

　好いた匂いではこんな風になってしまうなんて。

「嫌いになるなんてありえませんよ。むしろ、興奮しましたから。俺の匂いを嗅いでこんなにも物欲しそうにするなんて、俺を煽る天才ですね」

　遥に唇を奪われる。彼が興奮しているのがよくわかるほどの、荒々しいキスだった。さきほどの柔らかく、少しずつ官能へ誘うようなものではない。けれど、その荒々しさがとても嬉しい。

「舌を出してください」

　言われたとおりに、舌先を口の中から外にだす。すると、その舌先を吸われ舌先と舌先を重ね合わす。

「ん、んっ」

　口を閉じられないせいで、唾液が口端を伝って落ちていく。

「もったいないですね」

　舌先が離れていき、彼の舌はそのまま落ちていく唾液を舐め取った。そのまま、和都をベッドに横たわらせその上に遥が跨がる。

　首筋から鎖骨へ舌が這っていき、そのまま胸の谷間、お臍にむかっていく。ときおり、小さな痛みが伴い彼が強く肌を吸い赤い痕をつけていくのがわかった。

　彼の身体が和都の足下へと移動し、彼女の両足を彼が左右に開く。

「わ、あ、それはっ！　さすがに恥ずかしすぎますっ！」

「駄目ですよ。俺には全部みせてもらわないと。誰も知らない和都さんの全てを俺だけが知ってるんです。どこに触れられると気持ちがよくて、どんな声で喘ぐのか。そして、どんな顔をするのか。この先のあなたの初めては全部俺ですから」

　なんて独占欲だろうか。和都だって、彼のことを独占したい。自分以外の誰かが彼の匂いを嗅ぐのなんて耐えられない。

　同じようにほの暗い独占欲を彼も持ってくれていることが、和都の心を満たしていく。

　彼の頭が秘処に近づいていき、花心に息を吹きかけられた。

「あんっ」

　たったそれだけだというのに、喘ぎ声が零れてしまう。

　花心に彼の舌先が触れ、和都の腰が軽く跳ねる。遥は和都の腰を掴み、舌で花心を舐め回したり扱いたりと愛撫をしていく。そのたびに、和都の腰が動き、甘い声が漏れる。

　骨張った指を、蜜壺にゆっくりと挿れていきながら舌で花心を弄り続けられ、和都はいったいどうなっているのかわからないまま、溶けていくような快楽に溺れていった。

　花心をちゅうっと吸われた瞬間、和都はいままで感じたことがないほどの衝撃をうけ足先から駆け上がっていく快楽の波に飲み込まれる。

「あ、あ、あぁああっっ」

　はくはくと短い息を吐きだしながら、なにが起こったのか不安になる。

「イキましたね。もっともっとイケるようにならないといけませんね」

　快感で身体はどこもかしこも敏感だというのに、彼の行為は止まることを知らない。

　指の腹で花心をぐりぐりと潰されながら、彼の舌が秘処をべろりと舐めあげ、膣内へと侵入してくる。

　ぐちゅぐちゅと卑猥な音をたてながら、丹念に舌で愛撫された。

　彼の舌や指で弄られるたびに、身体が反応し軽く達してしまう。

　怖くなって、身体をどうにかずらして逃げようとしたが彼ががっしりと和都の身体を掴んで離してくれない。

「逃げては駄目ですよ。ほら、もう一回イキましょうね」

「やあ、ああ、やだぁあっ。ひぃっ、ああぁあん、ああっ」

「いいですよ。もっとぐずぐずに溶けてしまいましょうね」

　触り心地のいいシーツに、愛液や二人の汗が染みこんでいく。

「そろそろいいですかね」

　遥が手の甲で口元を拭う。

　そして、和都の顔を両手で覆うように触れた。

「ああ、涙とよだれで顔がぐちゃぐちゃですね。可愛いですよ」

「こ、んなの、かわいくない……」

　ひどい顔になってることぐらい、和都にだってわかる。

　そんな顔が可愛いわけがない。

「可愛いですよ。たまらなく、俺を煽ってきます」

　そう言うと遥がサイドボードにおかれていた避妊具を一つ手に取って臍にまでそそり勃あがった肉棒に装着した。

　視界に入ったその大きさに、和都の息が詰まる。

　そんな大きいものが挿入るわけがないと思うのに、あの大きい肉茎がどれほどの快感を与えてくれるのかという期待もでてきてしまう。

　遥は自身の滾る熱棒を、ひくひくと期待をしている彼女の媚肉に擦りつける。和都の愛液で肉棒をまぶした。

　くちゅくちゅと音をたてながら、何度も擦りつける。

「いくよ」

　和都は遥の言葉に首を縦に振った。

　正直とても怖くて、胸がばくばくしている。

　ぐっと、押し込まれてくる信じられないほどの質量が、開かれたことのない隘路をギチギチと広げていく。

「んぐぅ」

「痛い、ですよね。すみません。それでも、我慢してくれますか？」

　遥が眉間に皺を寄せながら、切なそうな声をだす。和都は、彼の首に両腕を回し彼の匂いを嗅いだ。

　痛くて、苦しい。けれど、彼の匂いを嗅ぐと強張った身体も自然と力が抜けてくる。

「もう少し挿れますよ」

「……遥さん」

「なんですか？」

「遥さん、遥さん」

「あまり、煽らないでください」

　ただ、愛おしくて名前を何度も呼んだだけで煽った覚えはない。

　それでも彼にとって名前を呼ばれる行為は、煽りに繋がるのだろうか。

　ゆっくりと腰が進められていき、時間をかけて膣奥まで挿入された。

　それまでに要した時間がどれくらいなのかはわからないが、互いの汗が混じり合い触れあう素肌が少しだけすべる。

　痛みのせいで、目尻から涙が零れ落ちた。

「すみません、痛かったですね。……その痛みを与えられたのが俺だという事実が嬉しくもあるが、あなたには申し訳ない」

「私は、ずっと。匂いが駄目で男性と匂いの篭もるこの行為ができなかったけど、それでよかったって思えた。こんなに痛くて苦しいのに、遥さんならいいって思えるの」

「……っ、和都さん」

　遥が和都の身体をぎゅうぎゅうと強く抱きしめる。

　鼻腔に匂いが充満し、身体が彼を欲しがる。

「動いても大丈夫ですか？」

　苦しそうな顔をした遥が、和都に問う。そんなことを聞かなくてもいいのに、気遣ってくれることに幸せを覚える。

　二人の行動はとても衝動的で、両親たちや周りの人に心配をかけていたかもしれないが。

　この匂いに惹かれて、その勢いのまま行動をしてよかった。自分の本能は間違っていなかったのだと思えた。

　和都は彼の頬を優しく撫でて、笑ってみせる。

「私で気持ちよくなって」

　遥は眉間に皺を寄せ、奪うように和都の唇を塞ぐ。

　舌を絡め合いながら、彼の腰が動きはじめ、膣壁を擦っていく。

　誰にも開いたことのないその場所への異物感をひどく感じるけれど、彼と一つになれたことのほうが嬉しい。

　彼は和都の唇を貪りながら、膣壁を熱棒で擦り、花心に触れる。和都は、愛撫を一度にたくさんされて、脳が混乱している。

　痛みとともに甘い痺れも感じだし、小さく甘い声を漏らした。それに気がついた遥が、息だけで笑う。

　その息が耳元に触れ、ぞわりとしたものが背中を通る。

　和都は息を乱しながら、彼の身体に縋り付く。

　彼の身体に囲われて、匂いがどんどん篭もっていき、身体も脳も彼に降伏状態だ。

「ん、あ、んっ」

「まだ、痛いでしょうから。今日はこっちでイキましょうね。毎日していれば慣れていきますよ」

「ま、いにち？」

「そうですよ。毎日、あなたは俺に愛されるんです」

　怖い言葉なのに、身体が歓喜する。

　ぷっくりと膨れた花心を遥が、ぐりぐりと押しつぶし扱き和都は大きな波にさらわれた。

　膣内が蠢き、いっぱいに咥えている彼の肉棒を締め上げ射精を無意識に促した。

　遥は短い息を吐きながら、激しく腰を振り呻き声とともにぐっと膣奥に亀頭を押しつけて爆ぜた。

「ぐうっ、あっ、はあ……」

「あ、はあ、はあ」

　お互い短い息を吐きだしながら、見つめ合い唇を触れあわせた。

「大丈夫ですか？　最後は少し激しくしてしまったので」

「大丈夫です。違和感はありますけど、なんだか、幸せで」

「そうですか。それは、よかったです」

　遥がぬぷっと肉棒を引き抜いて、避妊具の処理をする。それをぼんやりと眺めながら、眠気に襲われだした頭でこの後どうするのだろうかと考える。

　シャワーを浴びて汗を流したい気持ちもあるが、どうしても眠い。

　そもそも普段調香室に引きこもっている和都からすれば、この行為はハードな運動に近い。

「和都さん？　眠いんですか？」

「んー……」

「いいですよ。眠ってください。今日は一回で終わりましょうね」

　一回で終わりとはどういう意味なのか、思考が働かない頭では理解できないまま眠りについた。

　翌朝、目が覚めると身体がすっきりしていた。

　和都のことを抱きしめながら眠る、彼の顔をじっとみつめ、昨夜本当に行為をしたのか不思議に思う。

「は、まさかの夢？」

　もし夢だったとしたら、どれだけ欲求不満なんだろうかとベッドから降りようとして立てることができずベッドから落ちてフローリングに座りこんでしまう。

「い、痛い……」

　どこもかしこも痛くてしかたがない。この痛みを考えると、やはり夢ではなかったようだ。

　普段使わない場所を酷使したせいで、まったく足腰がいうことを聞かない。

「和都さん？」

「うう、立てない……」

「ああ、そういうことですか。すみません、気がつかなくて」

　遥がベッドから降りてきて、和都を抱き上げベッドに寝かしてくれる。

「今日は一日俺がお世話をしてあげますね。少しずつ体力をつけて、一晩で三回できるようになりましょうね」

　昨夜言っていたのはそういうことかと理解する。和都が何回ぐらいできるのだろうかと不思議に思いながら避妊具を用意していた昨夜。

　こうして行為を終えた後では、一回で十分だと理解する。

　あんなハードな運動を一晩に三回もすれば、絶対に死んでしまう。

　しかし、にこにことそれはもう楽しそうに言う遥をみると、そんなことを口にだせない和都だった。

















第三章












　遥と同棲をはじめてから一ヶ月と少しが経った。季節は初夏になり、匂いがこもり始めていた。夏のこの時期は香りの選択やつけかた、つける量を間違えると周りに迷惑をかけてしまう。

　とくに汗と混じった強い香水の香りは、電車内ではキツイ。

　なので和都はこのぐらいの時期から、香水を石けんや柑橘系のものに変えて髪の毛や膝の裏につける程度にしている。

　つけなくてもいいのだが、遥と一緒にいるとつけたくなってしまうのだ。

　少しでもいい匂いだと思われたい。

　そんな風に遥と一緒に過ごす生活を満喫しつつも、媚薬香水を作ることにも精を出していた。

　この日、和都は媚薬の試作品を完成させた。

　彼との行為を経て、和都の中で変わったことがある。行為中は香りがあまりにも濃密だということ。素肌を触れあわせ、香りを嗅ぐ。あれが官能的な香り。やはり実際嗅いでみなければ、わからない。

　彼との行為は決して実験ではないが、今回はそれが功を奏した。

　自分が感じた香りをもとに、官能的なものを調香してみた。はたして効果があるかはまだわからないが、試作品を姉に嗅いでもらおう。姉にその連絡をすると、今日は時間があるかと聞かれた。そこまで切羽詰まっているのだろうか。

　和都は遥に【姉とご飯をしてくる】と伝えて、姉夫婦が住んでいる家の最寄り駅で待ち合わせて夕食を一緒にとることにした。会社をでてから、四十分ほどで駅に降り立つと姉がこちらに向かって手を振っている。

「お姉ちゃん」

「ごめんね、急に呼びだして」

「それは全然かまわないよ。どうする？」

「近くにおいしいパスタのお店あるから、そこに行こう」

　姉のおすすめのお店で、ディナーコースを頼む。出てきたサラダを食べて、ドレッシングが美味しくて口元がにんまりする。今度遥を誘ってきてみよう。

「今日、遥さんは？」

「お姉ちゃんとご飯してくるって言ったら、自分も友達とご飯してくるって」

「友達って、会社の？」

　姉にとっては純粋な疑問だったのだろうが、そう言われて友達がどんな人なのか聞かなかったことに気がつく。

　友達は友達だろうという、安易な気持ちでいた。

　相手が高校時代の友人なのか、大学時代の友人なのか、会社の人なのか、はたまた男なのか女なのかも知らない。

　そもそも、彼の交友関係を知らない。

　無言になってしまったせいで、姉が心配そうにこちらを見てくる。

　和都は慌てて話題を変えた。

「たぶん、会社の人じゃないかな？　それよりお姉ちゃんこそ旦那さんは？」

「今日は出張。帰ってくるの夜中だって」

「大変だね」

「そ、忙しい忙しいって。そればっかり」

　姉は不機嫌そうな顔をしながら、サラダをフォークでぐさぐさと刺す。

「最近なんか特にそう。まあ、新人も入って大変なのはわかってるんだけどね」

「だから、今日急遽？」

「そうなの。明日は一日お休みだっていうから、昼間は寝かせてあげて。夜はちょーっと試してみようと思って」

「へ、試すの？」

「え？　試しちゃ駄目なの？」

　お互い無言になる。和都とすれば試作品なので、香りを嗅いでもらってから微調整をして、自分で実際に使ってみてから姉に完成品として渡そうと思っていた。

「駄目というか、試作品はイコール未完成だから。一度私自身が試して完成したら渡そうとおもってたんだ。効き目があるかどうかもわからないし、なにより効きすぎる場合だって想定されるし」

　調香師として、いくら個人で製造している媚薬香水だからといって未完成品を渡すのは躊躇われる。

「いいのいいの。気分をとりあえず変えてみたいっていうのが一番だから。それにむしろ効きすぎるならそれはそれでいい」

「そう？　……もし、効きすぎたり気持ち悪くなったりしたらすぐ病院に行くか私に連絡してね。変なものは調香してないけど、念のため」

　和都は鞄のなかから、小さな小瓶を取りだして姉に渡す。

「ありがとう。無理を言ってるのはわかってるんだけどね。それに、なにかあったらちゃんと対処するから大丈夫」

　姉は瓶を受け取り、香りを嗅いだ。

「いい匂い。なんだか、スパイシーなんだけど魅力的というのか……甘過ぎず、官能的ね」

「お姉ちゃんも鼻利くよね」

「そういうわけじゃないわよ。和都よりは利かない。ただ、和都と一緒にいろんな香りを嗅いだからある程度記憶したってだけよ」

　その後、食事を終えて店を出て、姉と駅前で別れた。効果の程は、土日で試してから、教えてくれるそうだ。そこで問題点があれば、修正し香りもよりよくできればいい。

　和都はマンションに帰り、誰もいない部屋でぽつねんとする。

　冷静に考えると、自分は遥のことをなにも知らない。

　彼がどういう交友関係を築いているのかわからない。和都自身だって、自分の交友関係を伝えてはいない。

　知らなくても問題はないだろうが、知らないことが怖いことでもあった。

　遥は自分のことを友人達に話してくれているのだろうか、その友人の中に女性はいるのだろうか。

　彼が傍にいてくれれば、彼の匂いでなにも考えずにいられるのに。

　こうして彼の香りが充満している部屋にいても、本人がいなければ途端に頭は冷静になっていく。

　彼はいままでどんな風に仕事をしていたのだろうか。以前付き合っていた人はどんな人なんだろうか。どうして自分を選んだのか。疑問は尽きない。

　知りたいと思う反面、知りたくないとも思う。

　一緒に暮らしていれば、趣味趣向はある程度聞かなくてもわかる。

　たとえば、本は刑事ものが好き。ドラマはサスペンスもの。わかりやすい善と悪よりも、善の中にも悪の中にも葛藤があり、苦しさのあるもののほうが好き。得意料理はイタリアン。パスタが絶品で、レパートリーも多い。生野菜はあまり好きではなくて、甘いものよりも辛いものが好き。

　そういうことはわかるし、知っている。

　でも、それだけと言えばそれだけだ。

　表面的なことばかりで、彼の本音はわからない。短い期間だったとしても、一緒にいる時間が多ければ彼のことがわかるのか、それともわからないままなのか。

　こういう時。恋愛から遠ざかっていたことを後悔しそうになる。和都にすればどうしようもない理由だったが、経験値は恋愛にも必要なのだと実感する。

　夜の十一時を過ぎたが、遥が帰ってくる気配はない。連絡もないので、まだ友達と飲んでいるのだろう。和都は、寝る支度を終えてベッドに潜る。

　彼の匂いに包まれているのに、なんだか薄れている気がする。そういえば昨日シーツを取り替えたんだと思いだす。

「……寝られない」

　なんどもごろごろと身体を回転させたりして、寝ようと思うのにまったく寝付ける気がしない。和都はウォークインクローゼットへ行き、彼の服を手に取った。帰ってくるのはわかっているが、彼の匂いが薄いから安心できないのだ。

　ベッドに戻り服を鼻にくっつけて、匂いを嗅ぐ。ひどい変態になった気分だが、気持ちが落ち着いていく。やっと眠りにつけそうだ。

　意識が落ちていくが、しばらくしてから浮上していった。遠くから物音が聞こえ、匂いが濃くなったことに気がつく。

「ん……」

「起こしましたか？」

「んんー」

「服なんかじゃなくて、俺に抱きつきましょうね」

「んー」

　頭は目を覚ましつつあるが、身体が眠っているので起きたくない。誘導されるまま彼に抱きついて、もう一度眠りに落ちていく。頭や背中を優しく撫でられて、幸せな気持ちになった。

　翌朝目覚めると、彼の胸元が見える。顔をあげれば、綺麗な寝顔が目にはいった。和都は無意識に顔を擦りつけて、彼の匂いを堪能する。それから、起き上がって身体を伸ばす。

　ベッドを降りてカーテンを開くと、外はとてもいい天気だ。時計をみれば、朝の九時。和都は折角だから今日は出かけようと決める。遥のほうへ視線を向けると、彼はまだ深く眠りについていた。

　起こさないように部屋を出て洗面所で顔を洗い、洗濯物を回してその間に出かける準備を済ませていく。軽く化粧をして、動きやすい格好に着替え、リュックの中に財布やカメラなどをいれていく。

　洗濯が終わったのに気がつき、外に干してからリビングへと戻ると起きてきた遥がコーヒーをいれていた。

「おはようございます」

「おはよう、遥さん」

「今日はどこかに出かけるんですか？」

「うん。いい天気だから、原料探しとかそういうことをしようかなって」

「それは誰かと行くんですか？」

「一人で行くつもりだけど……」

「そうですか、ということは俺が一緒に行っても問題はないということですね」

「え!?」

「なんですか、その反応。俺が一緒に行ってはなにか問題でもあるんですか？」

「いやいや、そんなことは全然ないけど。むしろ、その、遥さんにしたらつまらないかなって……」

「それを決めるのは俺ですし、俺は和都さんと一緒に過ごしたいので」

　極上の笑顔で微笑まれれば、和都に断る権利などない。否、そんな権利は放棄する。

　遥が作ってくれた朝食を食べ、昼前に出発をした。

「それで？　どういう風にするんですか？」

「とりあえず公園に向かって、そこから河原のほうにも回ろうと思ってるの」

「公園と河原ですか」

「季節の香りを嗅ぐには公園と河原あたりがいいの、自然の香りがするから。あとは、歩いていてどんな匂いがするかを感じるというのか、嗅ぐというのか……」

　どうすれば的確な言葉になるのかがわからず首を傾げる。

「なるほど。とにかくいろいろと歩き回ればいいということですね」

「そう！」

　遥が和都の手を取り歩きだす。

「そういえば、遥さんってこういうマンションに住んでるのに電車通勤してるのはなんで？」

「今のところ車が必要な生活じゃないのと、たしかに株をやっていて資産自体はそこそこありますが会社の社長や御曹司というわけではありませんから。普通の会社のサラリーマンですし、電車で行くのが普通だと思います。和都さんが車を持っている男のほうがいいのなら、買いにいきますか？」

「いやいや、必要でないならいらないから。それに、車じゃないほうがこうして手を繋いで出かけられるから嬉しい」

「可愛いこと言いますね。夜が楽しみです」

「ひぃっ」

「和都さんは、なかなか覚えがいいですからね。背中を舐められるだけでイける身体になりましょうね」

　怖すぎて、聞かなかったことにした。

　遥は和都と身体を繋げてからというもの、こういう部分はとても露骨だ。夜の遥は完璧なる肉食獣で、いつでも和都のことを捕食しようとしている。

「えー、聞かなかったことにして。さあさあ公園に行きましょう」

　電車に乗って大きな公園へと向かう。そこは、とても広々とした場所で木々に囲まれている。そのおかげか、とても空気が澄んでいるような気がした。

　ピクニックに来ている家族連れや、散歩をしているカップルなどたくさんの人で溢れている。和都は、公園の奥のほうへと向かっていく。

「こちらになにがあるんですか？」

「花壇があるの。いつも手入れがされていて季節の花が咲いてて良い香りがするんだ」

「それはいいですね」

　花壇へやってきて、和都はまず花を観察する。そして花の香りを嗅ぎ、写真を撮りノートにメモをとっていく。

「それはなにをしてるんですか？」

「香りのメモをとってるの。どんな風に感じる香りで、原料はなにかとか」

「へえ、面白いですね」

　そう言いながら、遥が和都のノートを覗き込む。

「オレンジの香りや桜の香りに混じって、雨上がりの香りや枯れた草を踏んだ香りなどもありますね」

「匂いって記憶なの。この時のこの香りってイメージも凄く大切」

「それを覚えてるんですね」

「趣味なのと仕事だから」

　しばらく和都が好きなように動いてから、自販機でお茶を買ってベンチにかけた。

「和都さんはどうして、この仕事を？」

「うーん。鼻が利いたからっていうのが一番の理由かな。自分にとってのコンプレックスを前向きに捉えられたから」

「コンプレックス……」

「鼻が利きすぎたせいで、嫌な思いもたくさんした。親にはそんな匂いしないって信じてもらえなかったし。姉がいなかったら正直どうなってたかわからない。でも、鼻が利くおかげで今の仕事ではとても重宝してもらえるの」

「たしかに、香りの世界ではあなたは有名ですから」

「へ？」

「あ、いえ。なんでもありませんよ」

　彼は言葉を濁らせる。不思議に思い、どういう意味なのか聞こうとしたがその前に遥が立ち上がった。

「さあ、次に行きましょうか。河原のほうに行く前にお昼にしますか？」

　そう言われてお腹が空いてきたことに気がつき、そちらに意識が持っていかれてしまう。聞こうと思ったことをすっかり忘れてしまった。

　遥と一緒に近くのお店でランチをとり、電車に乗って河原に向かった。そこでも同じように散策をし、帰宅した。久しぶりに歩き回ったせいで、和都はそうそうに眠ってしまった。

　朝、スマホがうるさく鳴り響いて目を覚ます。同じように隣で眠っていた遥も起きたようで、眉間に皺を寄せて欠伸をしている。

　和都は手探りでスマホを探し出し、通話ボタンを押して耳にあてた。

「んー、だれぇ……」

『まだ寝てるの？　もう朝の九時よ』

「休みの日は寝たいぃ」

『もう。ところで、和都。あの香水の効果……知りたくない？』

　一気に頭が覚醒し、話をしている相手が姉だということに気づく。

「知りたい！」

『会える？』

「行かせていただきます！」

　電話を切ったあと、がばっと起き上がって出かける準備をする。

「和都さん？」

「お姉ちゃんに会いに行ってきます！」

「こんな朝からですか？」

「大事な用なので！」

「みたいですねえ。凄い勢いですし」

　支度を終えた和都は、走っても意味がないとわかりつつも走って駅へと向かう。駅前のファミレスで落ち合うと、姉の肌はこれでもかというほどツヤツヤしている。

「……効果あり？」

「プラシーボ効果だったとしても、凄いぐらいに」

　姉いわく、昨夜お風呂上がりにその香水をつけていつも通りに過ごしていたらしい。すると、義兄が姉に「いつもとなんか違う？」と声をかけてきて、だんだんと盛り上がっていったそうだ。

「盛り上がったのは盛り上がったけど、あともう一押しって感じかしら。なんだか、なにかが物足りない気がするのよね」

「物足りない……」

「効果とすれば、私と旦那には合ってたって感じかしら。あと、理性が飛ぶというわけではなかったわ」

「わかった。もう少し改良できないか試作してみる」

「和都も使ってみたら？」

「ひえ、怖い」

「あら、赤嶺さんってヤバイ人なの？」

「わからない。私遥さんしか知らないし。けど、なんていうか普通なのかもしれないけどねちっこい……気がする……」

「大変ね……。体力つけたほうがいいんじゃない？」

「ジム……？」

「それも手ね」

　姉とはその後昼過ぎに別れ、帰宅した和都はいったいなにが物足りないのかを考える。ノートとにらめっこしながら、分量を調整しそれに合わせて調香することにした。

　それから一週間ほど、残業しながら完成へとむけて試行錯誤しているがなかなか答えも結果もでない。

「わからん……」

「和都さーん」

「なーにー」

「いったいなにをにらめっこしてるんですか？　いま抱えている案件ありましたっけ？」

「いや、個人的なことなの」

「そうなんですか」

「どうしたの？」

「営業が呼んでましたよ」

「営業が？」

　今日はとくにヒアリングの予定はなかったはずだが、いったいどうしたのだろうか。和都は言われたとおりに、会議室へと向かう。そこには、よくやりとりをしている同僚の営業と取引相手であろう人物がそこにいた。

「あ、きたきた。篠原」

「呼ばれました。篠原ですが……いったい？」

　手渡された名刺を受け取ると、よく知る会社の名前が記載されている。

「……この会社」

「私、赤嶺課長の下で働かせていただいておりまして。今回は、弊社とのコラボをぜひ実現させていただければと思い伺いました」

「篠原、その赤嶺って人から何か聞いてるのか？」

「いえ、なにも聞いてませんが」

「そうなのですか。課長は篠原さんと会うとおっしゃっていたので、もうこの話も聞いているかと思い同席していただいたのですが。申し訳ございません」

　和都の頭の中は真っ白になっていて、取引相手の女性がなにを言いたいのか、なにを言っているのかまったく入ってこない。

「篠原が聞いてるなら一緒にって思ったけど。違うなら、また後日改めて話降ろすよ」

「わかりました。失礼いたします」

　扉を閉めて、ふらふらと調香室へと戻る。無意識に仕事をこなしながら、先ほどのやりとりがなんだったのかを考える。

　彼女のいう課長というのは、和都が知っている遥のことだろう。

　遥は和都の仕事を知っているし、それ自体はまったく不思議ではない。ではなぜ呼びだされたのだろうか。しかも、仕事の話を知っているというていで。

　全くもって、あの女性がどうしたいのかが理解できなかった。

　モヤモヤとした感情が和都の中を渦巻く。どうにも消化できない。

　そこでふと、伯母に最初言われたことを思いだしてしまった。

「――香りに興味がある」

　伯母はそう言っていた。香りに興味がある男性とお見合いをしてみないかと。和都は、スマホを手にとって伯母に電話をかける。

『あら、和都ちゃんどうしたの？』

「ちょっと聞きたいことがあって。遥さんとのお見合いってどうやってセッティングしたの？」

『あらやだ。そんなこと気になっちゃった？　あの時は、私の知り合いの人経由で赤嶺さんの上司から香りに興味があって話をしてみたいから、紹介してもらえないかって言われたのよ。それで、私はりきっちゃったのよ』

「紹介してもらえないかって、お見合いとしてって言われたわけじゃないってことよね？」

『あのねえ。こういう場合の紹介っていうのはイコールお見合いってことなのよ』

　伯母が熱弁しはじめたので、慌ててお礼を言って電話を切った。

　一つの推測にたどり着く。

　遥はお見合いなどに興味はなかった可能性がある。本来は仕事関係として紹介を頼んだはずが、伯母の勘違いでお見合いになったのではないか。それでも会えるならと彼はお見合いを承諾して来たのを、和都の一目惚れならぬ一匂い惚れのせいで同棲まで至ったのではないか。

　いや、だからといって同棲を提案するのは不可解だ。仕事関係の利益を重視したのが事実ならば、和都に仕事の話をしておかないのはおかしい。

　彼が和都の仕事に興味があり、どんな風に仕事をしているのかを聞いてくることはあっても自分がしている仕事とコラボする話は一切してこなかった。

　ではなぜ、あの女性はわざわざ呼びだしてきたのか。和都のことを見てみたかったということなのか。もしかしたら、遥の元恋人なのかもしれない。

　さまざまな憶測が頭の中を駆け巡っていくが、答えは遥からしか聞けない。

　和都と仕事の繋がりをもつために、そんなことをする人ではないと思う反面、遥が自分と同棲し一緒にいてくれる理由がそれなのではとも思ってしまう。

　それに、遙が本当に興味を持っていたのは和都ではなく、和都の仕事だったとすれば腑に落ちる。

　あんな素敵な人が、鼻が利く以外取り柄のない平凡な女と一緒になるわけがない。

　悩んで、悩んで、だした答えは先延ばしだった。

　和都は姉に連絡をし、姉の家へと逃げた。遥にはしばらく、姉のところに泊まることにしたと伝えた。遥からは何度も連絡がくるが、感情がうまくコントロールできない今は会いたくない。申し訳ないと思いながら無視をした。ただ、心配しないでとだけ伝えて。






　一度逃げてしまうと、逃げ癖というのはどうしてもついてしまう。

　姉の家、実家、友人の家を渡り歩き五日も遥から逃げている。

　このままではいけないと思いながら、彼が美人でもスタイルがいいわけでもない匂いを嗅ぐだけの変態な女を好きになるわけがない、という理由ばかり探してしまう。

　けれど、一週間も遥と離れているせいで少し禁断症状がでてしまっている。中毒性が高すぎる彼の香りを、嗅げないことが耐えられない。それに、彼に甘やかされてしまったせいで、全然なにもできない人間になりつつあったことを自覚した。

　仕事を終えた金曜日。和都は、溜息を吐きながら会社を出る。

　今日は姉の家に行こうかと思いつつも、あの香水を使ってからというもの夫婦の時間が増えたらしく邪魔をするのは悪い。実家に行けば、喧嘩をしたのなら謝れと説教されるし友達にも迷惑をかけるのはしのびない。

　なにより、遥に会えないのが辛くてしょうがない。

　柔らかい声に、綺麗な微笑み、美味しい料理に、包みこんでくれる温かさ。もちろん彼の香りが最高に好きだ。けれど、その香りがなかったとしても彼のことを好きでいられる自信が今の和都にはある。

　手を繋いで散歩するのも、他愛のない話をするのも。遥だったから楽しかったし、幸せだったのだとわかる。

　モヤモヤして感情がうまく捌けなかったせいで、簡単なことにも気がつけなかった。たとえ、あの女性が遥の元恋人だったとしてどうだというのだ。今の彼は和都と共に暮らしている。

　他に恋人がいるとは思えない。なにせ、和都より先に帰って来ていることが多いし、休みの日だって一緒に過ごしている。そこでどうやって浮気をするというのだ。

　帰ろう。

　そう決めて、駅へと向かおうとすると幻覚がみえた。

「……禁断症状がですぎたかな」

　遥が両腕を組んでこちらを睨んでいる。まさかここまで重症だとはと自分に呆れていると、その幻覚に腕を掴まれた。

「ひえ、幻覚じゃない!?」

「幻覚とはひどいですね。よくも、五日間も無視をしてくれましたね」

「あ、あの。ごめんなさい。今日は帰ろうと……思ってた……のです」

「そうですか。それは迎えに来たかいがありましたね。さあ、帰りますよ」

　腕を引っ張られタクシーに乗せられて、マンションへと帰宅した。

　ソファーに座らされると、遥が和都の前にしゃがみこみ視線を合わせる。

「いったいなにがあったんですか」

「いろいろとモヤモヤして、感情がうまくコントロールできなかったので……」

「なにがモヤモヤしたというんです」

「遥さんがどうして私と一緒にいるのかが」

「どういう意味です？」

　和都は小さな声で一つずつ説明をしていく。

　どうして同棲をしようと言ってくれて、こうして傍にいてくれるのか。あのお見合いの発端がなんなのか、そして会社にきた女性はどういう意図を持ってやってきたのか。

「なるほど、そういうことですか。きちんと説明をしていきましょう」

「お願いします」

　和都はおずおずと彼のことを見つめる。遥は柔らかい笑みを浮かべた。

「お見合いについては、たしかに俺はあなたを仕事関係として紹介してもらおうとしたのですがなぜかお見合いになってしまいました。まあ、俺としてはいい結果になったのでよかったんですけどね」

「いい結果……？」

「まあ、それは後で言いますよ。それとうちの部下が行ったのは知っていましたが、まさかあなたを呼びだしていたとは思いませんでした。すみませんね。たしかに、話がお見合いに発展する前に、紹介してもらえそうだから、話をしてみると言ったことがありましたので。一応、お見合いをしてあなたと付き合っているのは何人か知っていますが、部下にはそういう話をしませんからね」

　たしかにわざわざ部下にお見合いをして、その人とどうなったという話はしないだろう。むしろしていたら、少し嫌だ。

「俺に確認をとればよかった話なのですが、あの部下はちょっと抜けてましてね。困ったところはありますが、俺に好意を持っているとかそういうタイプではありませんから。さて、続きはベッドの上でしましょうか」

「へ？　なんで？　え？」

　寝室にいくと、遥が両腕を広げてみせる。

「さあ、どうぞ。堪能してください」

「……よ、よろしいのでしょうか」

　思わず敬語になってしまう。

「もちろん」

　和都は勢いよく抱きついて、彼の胸元に鼻を擦りつけて何度も匂いを堪能していく。そう、これだ、この香りを求めていたのだ。やっと、安心する幸せな香りを嗅ぐことができた。

　和都にとってはこれが媚薬のようなものだ。

　とろんとした顔になりながら、すりすりとくっついていると遥に身体を離されてしまう。

　遥がベッドにあがり、壁に背中を預け座る。その彼の前に座るように促されたので、和都は黙って座った。

「さて、この後は話の続きをしながらお仕置きといきましょうか」

「ひえっ！」

「当たり前です。さっさと、俺に聞けばよかったものを一人で抱え込んで五日間も連絡がとれず心配をかけたのですから。さあ、足を立てて開きなさい」

「そ、れは恥ずかしいのでっ！」

「駄目ですよ。自分でやらないなら俺がやりますよ」

　そう言うと、遥は和都の両足の膝の裏に手を入れてぐいっと上にあげて開かせた。遥からはみえてないが、スカートが捲り上がり下着が丸見えの状態だ。
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　トップスの裾から彼の大きな手が入り込み、ブラのホックを外される。

「は、るかさん？」

「なんですか？　不安なら俺の匂いでも嗅いだらどうです？」

「そうしたいのはやまやまですが……！　恥ずかしさのほうが今は勝つというか！」

「なら、まず胸に集中しましょうか」

「んあっ」

　胸をやわやわと揉まれ、冷たい指先が和都の胸の頂を刺激する。ぐりぐりと押しつぶされ、摘まれる。和都が上半身を前に倒そうとすると、彼に引っ張られて背中が彼の胸にくっつく。

　シーツを掴みながら、胸の刺激を受け入れる。

　無意識に太ももと擦り合わせると、耳元で彼が息だけを吐きだして笑う。

「ああ、そちらも触ってほしいのですね。いいですよ」

　足の間に、彼の腕が伸びていきすでに湿っている下着を触れた。

「もう下着の意味がありませんね。脱いでしまいましょうか、少し腰をあげてください」

　彼の手が和都の下着に手をかけ、脱がせていく。和都は与えられる甘やかな刺激に頭がくらくらとしていて、言われるがままに身体を動かしてしまう。

　外気にさらされた秘処がひんやりとした。

　遥は和都の首筋に後ろから舌を這わせながら、彼女の秘処を指でくにくにと刺激する。

「俺もコンプレックスがあるんですよ」

「んあ、あっ、んんっ」

「それはなんだと思いますか？」

　質問をされたが、彼の指が止まってくれることはなく秘豆を指の腹でぐりぐりと押しつぶしたり、ぬぷぬぷと浅い場所を指で出し入れしたりするのでまともに考えることができない。

　花心に触れられるたびに、腰がびくびくと動いてしまう。

「一回、イキましょうかね」

　遥がそう言い、和都の花心をきゅっと摘まむ。その瞬間、和都は背中を反らして軽い絶頂を迎えた。

「おっと、食事もしていませんでしたし。食事をしてから続きをしましょうか。お風呂に入ってきてください。その間に準備をしますから」

「え……？」

「さあ、行っておいで」

　身体は熱くなっており、まだ足りないと訴えているのにここでお預けだという。なんてひどいお仕置きだろうか。和都は風呂に入り、冷たいシャワーを浴びる。少しはほてりが収まってきたが、やはり最後までしたいと身体は求めている。

　風呂からあがり、遥が用意してくれた食事をすませる。遥も風呂に入って戻ってきたので、やっと続きかと思ったがなぜか寄り添って横になるだけの状態だ。

「話の続きをしましょうか」

「う、うん」

「俺のコンプレックスがなんなのかわかりますかと聞いたのですが、答えはでましたか？」

「全然。遥さんにコンプレックスなんてあるの？」

「人間ですからね。俺のコンプレックスは匂いだったんですよ」

「えぇええ！」

「そんなに驚かなくてもいいのでは？」

「なにをどうして、匂いがコンプレックスに!?」

　和都が驚いて上半身を起き上がらせるが、引っ張られて抱え込まれてしまう。

「以前の恋人に、あなたの体臭がキツくて耐えられないと言われたんです」

「ありえない。いや、ありえるけど。私からしたらありえない……！」

　そう、和都にすれば遥の匂い――いわゆる体臭は最高に香しく大好きな匂いだ。けれど、相性が悪い相手の匂いは耐えられない場合がある。それを考えれば、遥は以前の恋人と匂いの相性が悪かったのかもしれない。

「そんなことを言われたのは初めてで、ショックを受けて。それ以来、自分の匂いがどうしても気になってしまったんです。かといって、香水をつけすぎれば害になりますし。だから、毎日念入りに風呂に入ってたんですよ。恋人もつくらないで過ごしていたからか、いろんな人に心配されましたね」

「なんだか、大変だったんだ」

「親が心配するのも理解はできますし、しかたないと思います。それでも一歩を踏み出せないでいました。なのに、俺の匂いを気に入ったっていう君が結婚を申し込んできたんですよ？　もう、面白くてしかたなかったし、可愛いと思ってしまって」

「いやあ、あの時は勢いだけですみません」

「嬉しかったからいいんですよ。俺も同じように勢いで同棲を言いだしましたが、最初のころはどうしたものかと思ってたんです。勢いでこうなったものの、あなたが本当に俺の匂いが好きなのか半信半疑でしたし。まあ、すぐにそれは払拭されましたが」

　それはそうだろう。和都は隙さえあれば遥に抱きついて延々と匂いを嗅いでいたのだから。嘘だと思われたら逆にショックだ。

「一緒に過ごしているうちに、愛おしくなって大事にしたいと思ったんです。最初の頃から結構、和都さんに夢中になっていたんですが、気づきませんでしたか？」

「全然……。むしろ、なぜ私と一緒にいてくれるのかわからないって思ってた」

「それは俺が悪いですね。あなたが俺に好意を示してくれているのをいいことに、俺は好意を口にしませんでしたから」

　遥が和都の頬を両手で包みこみ、口づけを落とす。

「あなたのことが好きですよ。一生大事にして共に歩きたいと思えたのは和都さんがはじめてです。どうか、俺の傍にいてくださいね」

「……遥さん」

　何度も口づけを交わしながらも、そのまま眠りについてしまった。

　翌日も、翌々日も。

　遥は和都の身体に触れ、甘やかで淫猥な刺激を与え続けるくせに決して最後まではしなかった。理由を聞くと、眼鏡をくいっとなおしながら「お預けをしてみようと思いまして」と言われてしまう。

　まさかそんなことをされると思わなかった。毎夜、刺激され軽く何度も絶頂を迎えているぶん身体が悶々としている。

　月曜日の朝は、会社に行く前に秘処を舐められてイク寸前で止められて、中途半端な状態で出社させられた。そのせいで一日中身体に熱がともり、息を吐きだすだけでもつらい。

　そしてなぜか、こんなときに閃いてしまった。

　姉に渡していた媚薬香水。あれの物足りなさは熱だということに。こういう行為をする時、必ず身体が火照る。その熱でお互いの身体を溶かし合おうとするほどに熱くなる。

　身体に熱がたまる状態で、より官能的になる香りが足せれば完璧なのではないか。そう思うと、和都は俄然やる気がでてしまい、やらなければならない仕事を素早く終えて、香水を調香しなおした。

　その週は一度も遥と繋がることはなく、悶々と火照る身体で香水を調香し続けた。金曜日に、二度目の試作品を作り上げ自分につけてからマンションへと帰宅する。正直もう我慢などできなかった。

　毎日毎日毎日、軽い絶頂だけで一番欲しい刺激を与えてもらえないままでいる。彼だって自分の肉棒を膨らませておきながら、我慢するなんてどれだけ理性が頑丈なのか。

「お帰りなさい」

「ただいま」

　和都は遥に抱きついて、いつものように鼻を擦りつけ匂いを堪能しわざとらしく胸をおしつけた。

「和都さん、いつもと違う香水をつけてますか？　なんだか、とても……」

「官能的？」

「ええ、官能的です。甘くてスパイシーな香りですね。ああ、それに火照っている身体から芳しい香りが放たれていますね」

「遥さん、お願い」

「それだとわかりませんよ？　もっと、淫らにお願いしていただけますか？」

　なんてひどい人だ。こんな時まで楽しんでいる。

　和都はなりふりなどかまっておられず、遥に自分からキスをし彼の薄い唇を甘噛して舐めた。

「抱いて」

「たまりませんね。そのお願い」

　遥に抱き上げられ、ベッドに押し倒される。無我夢中で服を脱いで、すでにしとどに濡れている秘処に彼の肉棒が擦りつける。

「ん、ん、はやくっ！　はやく」

「もう少し我慢してください。俺もすぐに挿れたいですが、さすがにゴムなしとはいきませんから」

「や、や、おねがい、はやく」

　身体をくねらせ催促する。遥は普段では考えられないほどに荒々しい仕草で避妊具を自身に装着し、和都の膣内へと一気に挿入していった。

「あ、あ、ああぁああっ」

「ぐぅっ、挿れただけでイキましたか」

「ひん、あ、あぁあっ」

　ただ挿入されただけだというのに、身体が簡単に達してしまった。それほどまでに、彼を受け入れる時を待っていたのだ。遥は、和都の息が整うまえに腰を動かしだす。達したばかりの身体では、脳髄が溶けておかしくなってしまう。

「まって、まって、やあ」

「はやくと催促したり、待ってと言ったり。どちらがいいんですかね。まあ、待ちませんけどね」

　宣言した通り、遥はずちゅずちゅと音をたてながら和都の膣壁を太い肉茎で擦る。緩急をつけて腰を動かし、膣奥をぐりぐりと刺激していく。和都は、口の端から銀色の糸を零しながら喘ぐことしかできない。

　彼の背中に両腕を絡ませ、縋りつきながら揺り動かされる。

「はあ、はあ、いつもの匂いもいいですが、今日のはたまりませんよ。ずっと嗅いでいたい。もっと、甘い香りを充満させてください」

「は、るかさんっ、はるかさん」

「もっと、呼んでください。あなたに名前を呼ばれると幸せな気持ちになります」

「はるかさん……好きぃ」

「は、ここでそんなこと言うとは。なんて、小悪魔なんでしょうね。さあ、俺も出しますよ」

「ん、んああ、あんあ、んぁあ」

　熱く猛った肉棒がぐりっと奥を穿った瞬間に、和都は何度目かの絶頂を迎え、遥の身体をより強く抱きしめた。達した刺激で膣内が蠢き、彼の肉棒を締めつけて、彼も薄い膜越しに爆ぜた。

　粗い息をお互い吐きだしながら、唇を合わせ舌を吸い合う。

　ぬぽっと彼の肉棒が膣内から抜かれ、少しだけ寂しさを感じる。

「久しぶりだったせいか、結構出ましたね」

　避妊具をとり、先端にたまる白濁を遥がみせてくる。

「そういうのはいいから」

　ベッドの縁に座った遥の太ももをぺしんと叩くと、遥は楽しそうに笑い避妊具の処理をしてベッドに戻ってくる。下着だけ着た状態で横になる。

「あの香りはたまらなかったんですが、いったい？」

「姉に頼まれた試作中の媚薬的な香水なんだけど、なかなか効果ありだった……。いや、今回はお互い我慢し合っていたから純粋な香水の効果かと問うと不確かな部分もあるかな」

「では、今度改めて使ってみましょうね」

「気に入った？」

「とても」

　ここ数日身体に溜まっていた熱が放出され、すがすがしい気分だ。






　その後完成した香水を姉に渡すと、とても喜んでくれた。

　同僚の美紀も彼氏とマンネリ中だというので、香水をわけてあげると効果が凄いと高いテンションで喜んでくれた。それをきっかけに、徐々に噂が広がり上層部まで話が届き、今では商品化の話も出ている。

　一種のラブアイテムというかたちだ。

　まさか姉に頼まれて作っていただけの媚薬香水が商品化の話になるとは思ってもいなかった。遥は、それが和都にとってのキャリア向上になるのであればいいと言ってくれている。

　最初のころに言っていた、一年経ったら結婚するか決めるという話は前倒しになり結婚の話が進んでいる。両親はとても心配していたのか、泣いて喜んでくれた。

　自分の鼻が利きすぎるせいで、一緒にいたいと思える人に出会えずにいたが、こうして唯一となる人に出会えた。

　脳に直接訴えてくる香り。

　そんな香りを、他の誰かにも届けたい。

　自分が調香したもので、他の誰かを幸せにしたい。

　大好きな彼の隣で。
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